
【
論
文
】『内

証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
達
磨
大
師
血
脈
譜
の
成
立
過
程

浜
　
田
　
久
美
子

は

じ
め
に

　
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
（
以
下
『
血
脈
譜
』
）
は
、
弘
仁
十

年
（
八
一
九
）
に
最
澄
が
「
円
密
禅
戒
」
の
四
種
相
承
の
法
脈
を

記

し
た
書
で
、
翌
年
に
『
顕
戒
論
』
と
と
も
に
嵯
峨
天
皇
に
進
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

さ
れ
た
（
「
上
顕
戒
論
表
」
）
。
「
円
密
禅
戒
」
は
、
天
台
（
円
）
・

真
言
（
密
）
・
禅
・
大
乗
戒
を
表
し
、
『
血
脈
譜
』
に
は
、
禅
の

F達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈
譜
」
を
筆
頭
に
、
「
天
台
法
華
宗

相
承
師
師
血
脈
譜
」
「
天
台
円
教
菩
薩
戒
相
承
師
師
血
脈
譜
」
「
胎

蔵
金
剛
両
曼
茶
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
「
雑
曼
茶
羅
相
承
師
師
血

脈
譜
」
と
い
う
「
禅
円
戒
密
」
の
順
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
血
脈
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
や
『
日
本
大

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ニ

蔵

経
』
に
収
録
さ
れ
、
『
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
』
や
『
高
僧
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ザ

著
全
集
』
に
読
み
下
し
が
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
そ
の
も
の
に
関

す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
東
京
国
立
博
物
館
と
京
都
の
妙
法

院
に

は

平
安
時

代
後
期
と
さ
れ
る
古
写
本
が
残
る
が
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ザ

書
誌
学
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
、
『
血
脈
譜
』
収
録
の
「
達
磨
大
師
付
法
相
承
師
師
血
脈

譜
」
（
以
下
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
）
に
つ
い
て
、
古
写
本
に
も
と

つ
く
校
訂
本
文
を
作
成
し
、
末
尾
に
付
し
た
。

　
『
血
脈
譜
』
は
、
系
図
と
本
文
で
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
配
置

は

諸
本
で
異

同
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
は
、
系
図
が
先
に
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
こ

し
、
本
文
は
後
に
追
記
さ
れ
た
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
本
稿
で

は
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
冒
頭
の
系
図
（
末
尾
の
校
訂
本
文

（
1
）
）
が
「
西
国
仏
祖
代
相
承
伝
法
記
」
の
引
用
文
に
含
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
リ

た
め
、
両
者
一
体
の
形
で
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る
。
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以
下

で
、
禅
の
血
脈
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
来
日
僧
の
道
塔

に
注
目
し
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
成
立
過
程
を
論
じ
た
い
。

一　

大

通
・
普
寂
・
道
壇
譜
の
検
討

　
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
に
は
、
聖
曇
（
釈
迦
）
か
ら
最
澄
ま
で

の

血
脈
譜
が
記

さ
れ
て
い
る
。
達
磨
ー
恵
可
ー
僧
燦
ー
道
信
－
弘

忍
ー
神
秀
－
普
寂
と
い
う
禅
（
北
宗
禅
）
の
法
脈
は
中
国
史
料
に

も
み
え
る
が
、
普
寂
の
弟
子
に
、
天
平
八
年
（
七
l
l
N
〈
）
に
来
日

し
た
唐
僧
道
塔
が
位
置
付
け
ら
れ
、
道
塔
の
弟
子
の
行
表
、
そ
の

弟
子
の
最
澄
へ
の
相
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
道
熔
は
、
洛
陽
大
福
先
寺
の
僧
で
、
日
本
に
戒
律
を
伝
え
る
た

　
　
　
　
　
　
つ
ご

め

に

来
日
し
た
。
舎
人
親
王
か
ら
伝
戒
律
師
の
招
来
を
要
請
さ
れ

入

唐
し
た
栄
叡
と
普
照
は
、
大
福
先
寺
の
定
賓
の
も
と
で
受
戒
し

　
　
　
　
　
　
ド
ロ

て

い

る
か
ら
、
こ
の
寺
の
僧
と
い
う
理
由
で
道
溶
が
選
ば
れ
た
と

　
　
　
　
ハ
ぴ
ね

み
ら
れ
る
。

　
栄

叡
・
普
照
が
招
来
し
た
伝
戒
者
と
し
て
は
、
天
平
勝
宝
六
年

（七
五

四
）
に
来
日
し
た
鑑
真
が
著
名
で
あ
る
が
、
道
熔
は
そ
の

十
八
年
前
に
イ
ン
ド
僧
菩
提
倦
那
と
来
日
し
、
と
も
に
大
安
寺
に

止
住
し
て
い
る
。
天
平
勝
｛
M
l
l
l
年
　
（
七
五
一
）
四
月
に
は
、
菩
提

倦
那
が
僧
正
、
道
塔
は
律
師
と
な
り
、
翌
年
の
東
大
寺
大
仏
開
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
　

会
で
は
、
菩
提
倦
那
が
開
眼
師
、
道
藩
が
呪
願
師
を
務
め
た
。
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

平
宝
字
四
年
（
－
六
o
）
閏
四
月
に
五
十
九
歳
で
入
寂
し
た
。

　
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
の
撰
者
淡
海
三
船
は
、
道
塔
の
も
と
で

　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ソ

沙
弥

と
な
り
、
吉
備
真
備
は
「
道
塔
和
上
纂
」
を
著
し
て
い
る

（後
述
）
。
淡
海
三
船
は
石
上
宅
嗣
と
な
ら
ぶ
「
文
人
之
首
」
と
し

て
、
吉
備
真
備
は
唐
に
名
を
馳
せ
た
の
は
阿
倍
仲
麻
呂
と
吉
備
真

備
の

み

で

あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
ぼ
　

人

物
で
あ
る
。
ま
た
、
石
川
垣
守
（
恒
守
）
も
道
塔
の
影
響
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

け
て
菩
薩
戒
を
受
け
た
。
彼
ら
が
師
と
仰
ぐ
点
で
も
道
塔
の
存
在

は

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以

下

で
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
大
通
譜
か
ら
道
塔
譜
を
検

討
し
た
い
。
史
料
に
は
、
末
尾
の
校
訂
本
文
に
用
い
た
（
1
0
）
～

（
1
2
）
の
通
し
番
号
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
（
1
2
）
は
、
引
用

文
献
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
①
～
⑤
の
段
落
に
分
け
た
。

（
9
）
唐
朝
大
通
和
上

謹
案
二
吉
備
朝
臣
真
備
作
道
熔
和
上
纂
一
云
、
「
大
通
禅
師
者
、

　
当
二
則
天
之
朝
一
、
肩
輿
上
レ
殿
、
鉄
坐
観
レ
君
。
大
聖
皇
后
所
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レ
奉
之
尊
号
、
号
日
二
大
y
m
R
　
］
　
o
本
号
二
神
秀
　
。
請
為
一
両
京
法

主
一
也
」
。

（
1
）
花
厳
寺
普
寂
和
上

　
謹
案
一
注
菩
薩
戒
経
序
［
云
、
「
普
寂
禅
師
、
為
レ
人
所
レ
尊
、
一

　
如
一
大
通
和
上
一
。
即
入
室
弟
子
、
骨
気
個
億
、
儒
典
尽
包
、

　
雅
志

淵
泣
、
円
章
窮
レ
底
。
終
年
寛
歳
、
道
俗
満
レ
寺
、
理
戒

　
声
合
。
受
レ
法
雲
奔
、
日
夜
無
間
、
誰
誘
忘
レ
疲
。
法
化
之
盛
、

　
口
豆
以
一
三
言
筆
一
、
而
能
歎
□
述
之
一
哉
」
。

　
　
　
　
　
ロ
マ
マ
ザ

（
1
2
）
大
唐
大
先
福
寺
道
塔
和
上
　
（
日
本
大
安
寺
西
唐
院
）

①

天
平
宝
字
年
中
、
正
四
位
下
大
宰
府
大
弐
吉
備
朝
臣
真
備
纂

　
云
、
「
大
唐
道
塔
和
上
、
天
平
八
歳
、
至
レ
自
大
唐
　
。
戒
行

　
絶
倫
、
教
誘
不
レ
怠
。
至
天
平
勝
宝
三
歳
　
、
聖
朝
請
為
律

　
師
一
。
俄
而
以
レ
疾
退
□
居
比
蘇
山
寺
一
。
常
自
言
日
、
『
遠
尋

　
聖
人
一
、
所
ー
以
成
τ
聖
者
、
必
由
持
レ
戒
、
以
レ
次
漸
登
一
』
。

　
和
上

毎
諦
梵
網
之
文
　
。
其
謹
諦
之
声
、
零
々
可
レ
聴
、
如

　
レ
玉
如
レ
金
、
発
一
人
善
心
　
。
吟
味
幽
微
、
律
蔵
細
密
、
禅
法

　
玄

　②

其
前

序
云
、
「
昔
三
蔵
菩
提
達
磨
、
天
竺
東
来
、
至
於
漢

　
地
］
、
伝
一
禅
法
於
恵
可
一
。
々
伝
一
僧
燦
一
、
々
伝
一
一
道
信
一
、
々

　
伝

弘
忍
一
、
々
伝
神
秀
一
、
々
伝
普
寂
［
。
c
々
即
我
律
師

　
所
レ
事
和
上
也
。
本
在
嵩
山
一
、
流
ー
伝
禅
法
一
、
人
衆
多
帰
。

　
故
有
レ
勅
請
入
二
東
都
一
、
常
在
花
厳
寺
一
伝
法
。
故
日
’
花
厳

　
尊
者
二
。

③
熔
和
上
四
季
追
福
文
云
、
「
春
季
三
月
内
、
奉
ー
為
達
磨
和

　
上
、
乃
至
第
七
花
厳
和
上
、
乃
湯
沢
和
上
、
並
十
方
法
界
、
無

　
辺
三
宝
一
、
滅
」
除
根
本
無
明
、
十
地
罪
障
、
一
切
微
細
、
所

　
知
煩
悩
↓
。
夏
季
六
月
内
、
奉
－
為
無
始
時
来
、
一
切
師
僧
、

　
乃
至
禅
河

和
上
、
及
並
府
三
師
七
証
、
井
尽
未
来
際
、
十
方
法

　
界
、
一
切
師
僧
善
友
一
、
一
日
l
夜
、
供
」
礼
尽
法
界
虚
空
界
、

　
一
切
三
宝
一
、
永
断
卜
身
口
七
支
破
戒
、
及
三
業
、
穀
ー
破
三
聚

　
浄
戒
一
之
罪
－
。
秋
季
冬
季
二
節
、
如
一
願
文
説
一
。
天
平
宝
字

　
三
年
三
月
廿
五
日
、
峯
林
下
発
願
」
。

④

謹
案

塔
和
上
書
一
云
、
「
又
吾
院
堂
内
、
所
レ
供
之
灯
、
自

　
－
N
今
以
後
、
至
二
礼
仏
時
一
、
加
レ
柱
令
レ
明
、
礼
仏
了
即
、
唯
留
・

　
一
茎
灯
心
一
也
。
如
レ
是
可
レ
得
レ
免
ー
燥
仏
像
一
之
罪
過
卜
也
」
o

⑤

　
行
表
数

々
、
自
親
看
－
検
之
一
也
。
付
法
之
文
、
具
如
遺

　
言
一
。
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ま
ず
、
（
1
0
）
大
通
譜
は
、
吉
備
真
備
に
よ
る
「
道
塘
和
上
纂
」

を
引
用
し
て
い
る
。
引
用
部
分
に
は
、
神
秀
が
則
天
武
后
か
ら
大

通
の
号
を
賜
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
だ
が
、
唐
・
張
説
撰
の
「
荊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ロ

州
玉
泉
寺
大
通
禅
師
碑
銘
井
序
」
（
以
下
「
大
通
碑
文
」
）
や
『
旧

唐
書
』
巻
一
九
l
’
神
秀
伝
に
は
、
中
宗
の
神
龍
二
年
（
七
o

六
）
の
神
秀
入
寂
後
に
、
大
通
禅
師
の
誼
号
が
賜
わ
ら
れ
た
と
あ

る
か
ら
、
七
〇
五
年
に
没
し
た
則
天
武
后
か
ら
「
大
通
」
の
尊
号

を
賜
っ
た
と
い
う
「
道
瘡
和
上
纂
」
の
記
述
と
は
合
致
し
な
い
。

　
一
方
で
、
大
通
碑
文
に
は
、
神
秀
が
久
視
年
中
（
七
o
o
）
に

則
天
武
后
に
招
か
れ
、
「
朕
坐
観
レ
君
、
肩
輿
上
レ
殿
」
し
た
こ
と

や
、
「
両
京
法
主
・
三
帝
国
師
」
と
し
て
仰
が
れ
た
こ
と
な
ど
、

F道
塔

和
上
纂
」
と
共
通
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
吉
備
真
備
が
帰

国
後
献
上
し
た
も
の
の
な
か
に
は
、
張
説
が
編
纂
に
加
わ
っ
た
大

術
暦

も
あ
り
、
大
通
碑
文
の
写
し
を
伝
え
た
と
し
て
も
お
か
し
く

な
い
。
あ
る
い
は
、
道
稽
所
蔵
の
大
通
碑
文
を
真
備
が
写
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
次

に
（
H
）
普
寂
譜
は
、
r
注
菩
薩
戒
経
序
」
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
「
注
菩
薩
戒
経
」
は
（
1
2
）
道
塔
譜
の
傍
線
a
に
み
え
る

道
稽
撰
の

「註
菩
薩
戒
経
三
巻
」
と
み
ら
れ
る
。
寛
治
八
年
（
一

o
九
四
）
成
立
の
『
東
域
伝
燈
目
録
』
に
あ
る
「
註
梵
網
経
三
巻

道
塔
師
於
日
本
一
撰
レ
之
」
と
同
l
の
も
の
と
解
さ
れ
、
現
存
し

な
い
が
、
逸
文
が
光
定
（
七
七
九
－
八
五
八
）
の
『
伝
述
一
心
戒

文
』
や
凝
然
（
一
1
l
四
o
－
＝
三
二
）
の
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ほ
り

紗
』
な
ど
に
散
見
す
る
。

引
用
部
分
は
、
普
寂
が
大
通
同
様
に
尊
ば
れ
、
弟
子
も
優
秀
で
、

一
年
中
道
俗
が
寺
に
あ
ふ
れ
る
な
ど
、
普
寂
一
門
の
繁
栄
が
記
さ

れ
て

い

る
。
序
文
は
道
稽
に
よ
る
自
序
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
序

の

可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
道
塔
の
編
著
で
大
通
－

普
寂
の

法
脈
と
そ
の
繁
栄
を
述
べ
、
道
稽
が
そ
れ
を
相
承
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
（
1
2
）
道
藩
譜
は
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
な
か
で
も
記
述
が

多
く
、
中
国
の
禅
と
日
本
で
の
相
承
を
結
ぶ
道
塘
の
役
割
が
重
視

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
①
は
（
1
0
）
大
通
譜
同
様
、
「
道
溶
和
上
纂
」
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
大
通
譜
に
は
な
い
「
天
平
宝
字
年
中
、
正
四
位
下
大
宰
府

大
弐
吉
備
朝
臣
真
備
纂
云
」
と
い
う
説
明
か
ら
、
道
塔
譜
が
大
通

譜
に
先
行
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
道
藩
和
上
纂
」
は
、

8



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　

「
道
塔

和
上
伝
纂
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
道
稽
和
上

纂
」
の
逸
文
は
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
に
み
え
る
の
み
で
あ
る

か

ら
、
「
道
塔
和
上
纂
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
吉
備
真
備
が
正
四

位
下
大
宰
大
弐
で
あ
っ
た
の
は
、
天
平
勝
宝

⊥ハ
年
（
七
五
四
）
四
月
の
任
命
以
降
天
平
宝
字
八
年
（
七
⊥
ハ
四
）

正

月
己
未
（
1
1
十
1
日
）
の
造
東
大
寺
長
官
任
命
以
前
で
あ
る
。

ま
た
、
傍
線
b
で
道
溶
の
碑
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
道

熔
和
上
纂
」
の
成
立
は
天
平
宝
字
四
年
（
－
六
o
）
閏
四
月
の
道

稽
示
寂
の
の
ち
、
真
備
の
帰
京
以
前
の
天
平
宝
字
七
年
末
ま
で
と

　
　
　
　
ハ
い
ザ

み
ら
れ
る
。

道
塔
が
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
　
）
に
律
師
と
な
っ
た
の
ち
、

「
比
蘇

山
寺
」
（
吉
野
の
現
光
寺
）
に
退
い
た
と
い
う
記
述
は
、

『延
暦
僧
録
』
の
道
塔
伝
（
註
（
1
1
）
）
に
は
み
え
ず
、
の
ち
の

『東
大
寺
要
録
』
や
『
七
大
寺
年
表
』
の
も
と
に
な
っ
た
記
事
と

い

え
る
。
道
塔
は
、
天
平
勝
宝
六
年
の
鑑
真
来
日
を
受
け
て
比
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

寺
に
隠
遁
し
、
そ
こ
で
入
寂
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
山
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

修
行

と
し
て
大
安
寺
と
の
間
を
往
来
し
た
と
の
見
解
も
あ
る
。

　
②
は
「
其
前
序
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
れ
を
（
H
）
普
寂

譜
の

冒
頭
に
み
え
る
道
塔
撰
の
「
注
菩
薩
戒
経
序
」
と
み
る
説
も

　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
じ

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
示
す
と
お
り
、
①
末

尾

に
み
え
る
「
碑
文
」
（
道
塔
碑
文
）
の
序
（
前
序
）
と
み
て
お

き
た
い
。
仮
に
「
注
菩
薩
戒
経
序
」
か
ら
の
引
用
と
す
れ
ば
、
普

寂
の

師
の
表
記
が
、
大
通
（
普
寂
譜
）
と
神
秀
（
②
）
で
分
か
れ

る
点
や
、
②
に
神
秀
や
普
寂
に
対
す
る
尊
称
（
「
禅
師
」
「
和
上
」
）

が
み

え
な
い
点
、
さ
ら
に
、
r
注
菩
薩
戒
経
序
」
が
道
塔
の
自
序

な
ら
、
傍
線
C
「
寂
即
我
律
師
所
レ
事
和
上
也
」
の
「
我
律
師
」

が
道
熔
の
こ
と
を
指
す
点
な
ど
の
矛
盾
が
生
じ
る
。

　
②
は
、
菩
提
達
磨
か
ら
普
寂
に
至
る
法
脈
と
、
普
寂
が
道
稽
の

師
で
、
洛
陽
花
厳
寺
に
住
み
、
花
厳
尊
者
と
呼
ば
れ
た
と
の
内
容

か

ら
成
る
。
達
磨
か
ら
普
寂
ま
で
の
法
脈
や
、
普
寂
が
長
安
年
間

（七

o
一
－
七
o
四
）
に
嵩
山
嵩
岳
寺
に
止
住
し
た
こ
と
、
開
元

十
三
年
（
七
l
l
五
）
玄
宗
の
詔
で
洛
陽
敬
愛
寺
に
住
し
、
そ
の
二

年
後
に
興
唐
寺
に
移
り
、
そ
こ
で
入
寂
し
た
こ
と
は
、
普
寂
の
碑

文
で
あ
る
唐
・
李
畠
撰
の
「
大
照
禅
師
塔
銘
」
（
『
全
唐
文
』
巻
二

六

二
）
に
み
え
る
。

　
ま
た
、
普
寂
が
花
厳
寺
に
住
み
、
花
厳
尊
者
と
呼
ば
れ
た
と
い

う
記
述
の
手
が
か
り
と
な
る
碑
文
が
、
　
九
九
六
年
に
五
墓
山
仏

光
寺
で
発
見
さ
れ
た
。
洛
陽
無
名
（
七
二
二
ー
七
九
三
）
の
塔
銘
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で
慧
山
及
撰
の
「
唐
東
都
同
徳
寺
故
大
徳
方
便
和
尚
塔
銘
井
序
」
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
北
祖
華
厳
、
従
漸
而
入
、
後
訪
南
宗
荷

沢
一
、
自
頓
而
証
」
の
l
節
が
あ
り
、
楊
曾
文
氏
は
こ
の
「
北
祖

華
厳
」
が
普
寂
を
指
す
と
し
、
道
塔
譜
が
普
寂
を
「
華
厳
尊
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

と
称
す
る
根
拠
と
す
る
。
さ
ら
に
伊
吹
敦
氏
は
、
無
名
の
い
た
同

徳
寺
が
、
開
元
二
十
一
年
（
七
三
三
）
の
改
名
以
前
は
華
厳
寺
で

あ
っ
た
た
め
（
『
唐
会
要
』
巻
四
八
・
華
厳
寺
）
、
無
名
が
か
つ
て

師
事
し
た
普
寂
も
華
厳
寺
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
「
大
照

禅
師
塔
銘
」
の
「
同
徳
興
唐
寺
」
の
記
述
よ
り
、
興
唐
寺
・
同
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

寺
・
華
厳
寺
が
同
じ
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
塔
碑
文
の
内
容
は
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
碑
文
が
、
道
塔
自
身
の
情
報
を
も
と
に
、
弟
子
や
近
し
い
人

物
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
道
塔
碑
文

か

ら
道
塔
で
な
く
普
寂
の
記
述
が
抽
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

普
寂
譜
同
様
、
道
塔
譜
に
も
、
道
塔
が
達
磨
以
来
の
禅
の
法
脈
に

連

な
る
普
寂
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
示
す
役
割
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
編
纂
意
図
を
考
え
る
と
、
傍
線
c
の
「
寂
即
我
律

師
所
レ
事
和
上
也
」
は
、
道
塔
碑
文
の
作
者
が
書
い
た
と
い
う
よ

り
、
道
塔
譜
編
纂
段
階
で
の
「
寂
」
に
対
す
る
割
書
二
即
我
律

師
所
レ
事
和
上
也
」
）
の
可
能
性
が
あ
る
。
「
本
在
嵩
山
一
」
以
下

が
再
び
普
寂
の

こ
と
を
示
し
て
い
る
た
め
、
本
来
は
「
寂
本
在

嵩
山
一
」
と
続
い
た
ほ
う
が
文
脈
を
理
解
し
や
す
い
。
末
尾
の
校

訂
本
文
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
行
表
譜
や
最
澄
譜
に
は
割
書

が
含
ま
れ
、
（
9
）
弘
忍
譜
に
は
刊
本
で
は
割
書
に
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
史
料
に
は
、
道
塔
が
普
寂
の
弟
子
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
明
確
な
史
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
『
景
徳
伝
燈

録
』
巻
四
・
前
嵩
山
普
寂
禅
師
法
嗣
四
十
六
人
に
み
え
る
「
瓦
棺

寺
塔
禅
師
」
や
、
『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
・
唐
金
陵
鍾
山
元
崇
伝

に
元
崇
の
師
と
し
て
み
え
る
「
瓦
官
寺
稽
禅
師
」
を
道
塔
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ソ

と
す
る
説
が
あ
る
が
、
道
熔
が
瓦
官
寺
の
あ
る
南
京
に
い
た
と
確

認
で
き
る
史
料
は
な
く
、
ま
た
、
王
維
の
詩
「
謁
璃
上
人
」
が
、

開
元
二
十
九
年
（
七
四
1
）
に
塔
禅
師
に
会
い
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
七
三
⊥
ハ
年
に
来
日
し
た
道
稽
で
は
な
い
と
の
指
摘
も

　
　
ハ
め
ね

あ
る
。
普
寂
の
弟
子
「
瓦
官
寺
塔
禅
師
」
を
道
塔
と
み
る
の
は
慎

重

に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
先
行
研
究
で
は
、
②
部
分
も
「
道
塔
和
上
纂
」
か
ら
の
引
用
と

10



　
　
　
　
ニ
ニ

す
る
解
釈
や
、
①
②
③
す
べ
て
が
「
道
溶
和
上
纂
」
に
含
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
ザ

と
す
る
解
釈
が
あ
る
。
し
か
し
、
①
の
傍
線
a
以
下
は
、
「
道
塔

が

『註
菩
薩
戒
経
』
三
巻
を
ま
と
め
、
そ
の
功
績
は
我
々
の
及
ぶ

と
こ
ろ
で
は
な
い
。
更
に
何
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ

れ

以

外
の

行
跡
は
詳
し
く
碑
文
に
載
っ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
真
備
は
詳
細
を
道
塔
碑
文
に
託
し
た
の
に
、
再
び
②
で
碑

文
の
序
を
引
用
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
「
道
塔
和
上
纂
」
が

道
塔
碑
文
か
ら
普
寂
の
記
述
の
み
を
抽
出
す
る
理
由
も
わ
か
ら
な

い
o

や
は

り
②
は
「
道
塔
和
上
纂
」
と
は
別
の
道
塔
碑
文
（
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
し

不
明
）
の
一
部
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
③
は
「
溶
和
上
四
季
追
福
文
」
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
天
平
宝

字
三
年
（
七
五
九
）
三
月
二
十
五
日
に
発
願
さ
れ
た
道
塔
に
拠
る

追
善
願
文
で
あ
る
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・

春
に

は
、
達
磨
和
上
か
ら
第
七
花
厳
和
上
で
あ
る
湯
沢
和
上
、

　
並
び
に

十
方
法
界
と
無
辺
三
宝
の
た
め
に
、
根
本
無
明
・
十
地

　
罪
障
と
い
う
一
切
の
罪
業
や
煩
悩
の
滅
除
を
祈
願
し
た
。

・

夏

に
は
、
遠
い
昔
か
ら
の
師
僧
や
禅
定
中
の
僧
、
三
師
七
証
の

　
僧
、
並
び
に
未
来
永
劫
の
十
方
法
界
と
一
切
の
師
僧
と
善
友
の

　

た
め
に
、
尽
法
界
虚
空
界
・
一
切
三
宝
に
お
供
え
を
し
て
、
身

　
口

七
支
と
そ
れ
ら
に
よ
る
業
（
1
1
1
m
u
（
）
や
三
聚
浄
戒
へ
の
破
戒

　

に
対
す
る
断
罪
を
祈
願
し
た
。

　
秋
冬
は

「
如

願
文

説
一
」
と
あ
る
か
ら
、
道
塔
の
追
善
文
に

は

あ
っ
た
内
容
を
省
略
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
春
季

に
み
え
る
「
湯
沢
和
上
」
は
、
刊
本
で
は
「
陽
沢
和
上
」

で

あ
る
。
「
第
七
花
厳
和
上
の
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
か
ら
、
達

磨
か
ら
数
え
て
七
祖
に
あ
た
る
普
寂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
普
寂
が

F湯
沢
（
陽
沢
）
和
上
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
史
料
は
見
つ
か
ら
な

い

が
、
「
湯
」
は
香
湯
（
清
浄
な
湯
）
を
表
し
、
F
沢
」
は
潤
う
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
普
寂
の
美
称
の
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、

r沢
」
は
呉
音
で
「
ジ
ャ
ク
」
と
訓
む
た
め
、
「
湯
」
を
「
フ
」
と

は

訓
む
根
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
「
フ
ジ
ャ
ク
」
の
音
を

宛

て

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
詳
細
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、

F湯
沢
和
上
」
が
普
寂
な
ら
、
道
塔
が
自
ら
の
師
を
普
寂
で
あ
る

と
示
し
た
貴
重
な
記
事
と
な
る
。

　

ま
た
、
夏
の
部
分
に
あ
る
「
禅
河
和
上
」
は
、
個
人
名
で
な

v
、
禅
定
を
河
に
喩
え
た
仏
教
用
語
で
理
解
し
た
。
春
が
故
人
の

冥
福
を
祈
る
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
夏
は
遠
い
過
去
・
現
在
・

未
来
に
わ
た
る
幸
福
も
祈
る
内
容
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
四
季
追
福
の
願
文
は
他
に
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
伝
統
的
な
文
学
規
範
で

は
、
願
文
が
文
学
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
『
文

心
離
龍
』
『
文
選
』
『
文
苑
英
華
』
『
唐
文
粋
』
な
ど
に
願
文
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　

目
や
類
題
は
な
い
と
い
う
。
日
本
の
事
例
と
し
て
、
空
海
作
の
願

文

や
、
『
本
朝
文
粋
』
な
ど
後
藤
氏
が
指
摘
す
る
作
品
の
な
か
に

は
、
③
に
類
似
す
る
願
文
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
『
敦
煙
願
文

集
』
（
黄
徴
・
呉
偉
編
校
、
岳
麓
書
社
、
一
九
九
五
年
）
に
も
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
④
は
、
道
塔
和
上
の
書
か
ら
の
引
用
で
、
礼
仏
の
時
に
は
堂
内

の

灯

を
明
る
く
し
、
礼
仏
が
済
め
ば
一
茎
の
灯
心
と
す
る
こ
と

で
、
仏
像
が
煤
で
黒
く
な
る
の
を
免
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

書
の
宛
先

は
不
明
で
あ
る
。
行
表
宛
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
確
か

で
は
な
い
。

　
⑤
は
、
行
表
が
た
び
た
び
自
ら
調
べ
た
、
「
付
法
の
文
」
は
遺

言
の

よ
う
で
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
行
表
に
対
す
る
敬

称
が
な
い
た
め
、
こ
の
部
分
は
最
澄
で
は
な
く
、
行
表
が
書
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
地
の
文

に
、
行
表
の
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
行
表
が
道
塔
に
関
す
る
記
事
を
調
べ
た
の
で
あ
れ
ば
、
道
塔
譜

の
①
～
④
の
す
べ
て
が
行
表
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
情
報
と
考
え
ら

れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
道
落
譜
の
編
者
は
行
表
と
み
ら

れ
る
。

　
で

は
、
大
通
譜
と
普
寂
譜
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う

に
、
大
通
譜
と
道
塔
譜
は
と
も
に
「
道
塔
和
上
纂
」
を
引
用
す
る

が
、
　
F
天
平
宝
字
年
中
、
正
四
位
下
大
宰
府
大
弐
」
の
語
が
み
え

る
点
で
、
道
塔
譜
が
大
通
譜
に
先
行
し
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

道
塔
譜
の
②
③
は
、
道
塔
が
普
寂
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の

で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
纂
意
図
は
、
普
寂
譜
が
道
塔
撰
の

r注
菩
薩
戒
経
」
序
の
引
用
の
み
で
構
成
さ
れ
る
点
と
共
通
し
て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
大
通
譜
・
普
寂
譜
も
ま
た
、
大
通
ー
普
寂
－

道
稽
の
系
譜
を
示
す
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
大
通

譜
・
普
寂
譜
も
行
表
に
よ
る
編
纂
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
⑤
の
「
付
法
の
文
」
の
「
付
法
」
と
は
、
師
が
弟
子
に
教
え
を

授
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
み
な
遺
言
の
よ
う
で
あ
っ
た
と

い

う
か
ら
、
道
藩
の
付
法
文
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
点
は
後
述
す
る
。

　
以

上
、
大
通
・
普
寂
・
道
塔
譜
に
つ
い
て
の
分
析
を
整
理
す
る
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と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・

吉
備
真
備
に
よ
る
「
道
塔
和
上
纂
」
は
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」

　
の

大
通
譜

と
道
塔
譜
に
引
用
さ
れ
、
天
平
宝
字
四
年
（
七
六

　

o
）
閏
四
月
の
道
塔
示
寂
後
、
吉
備
真
備
の
帰
京
以
前
の
天
平

　
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
末
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

’

r達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
う
ち
大
通
譜
は
「
道
塔
和
上
纂
」
か

　

ら
、
普
寂
譜
は
道
塔
撰
「
注
菩
薩
戒
経
」
の
序
文
か
ら
の
引
用

　
文

で
構
成

さ
れ
る
。
道
塔
譜
は
、
「
道
塔
和
上
纂
」
、
道
塔
碑

　
文
、
道
塔
の
四
季
追
福
文
、
道
塔
が
弟
子
に
宛
て
た
書
か
ら
構

　
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
道
稽
関
係
記
事
は
行
表
が
集
め
た
も
の
で
あ

　
る
。

．

大
通

譜
・
普
寂
譜
・
道
稽
譜
の
撰
者
は
行
表
で
あ
り
、
師
の
道

　
塔
が
北
宗
禅
の
系
譜
に
連
な
る
普
寂
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
道

　
塔
の

血
脈

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
と
み
ら
れ

　
る
。

二
　
道
璃
の

付
法
文
ー
行
表
に
よ
る
編
纂

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
に
は
、
最
澄

以

前
の
行
表
が
編
纂
し
た
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。
そ
こ
で
、
道
塔
譜
⑤
に
あ
る
「
付
法
之
文
」
に
注
目
し
た

い
o

こ
れ
が
弟
子
に
教
え
を
授
け
た
も
の
で
あ
り
、
行
表
は
そ
れ

を
遺
言
の
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
校
訂
本
文
に
挙
げ
た
（
5
）
達
磨
譜
か

ら
（
9
）
弘
忍
譜
ま
で
が
「
付
法
簡
子
」
を
引
用
す
る
点
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
（
7
）
僧
燦
譜
～
（
9
）
弘
忍
譜
は
「
付
法
簡

子
」
の
引
用
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は

「付
法
簡
子
」
と
は
何
か
。
『
血
脈
譜
』
全
体
の
な
か
で
、

r付
法
簡

子
」
が
み
え
る
の
は
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
み
で
あ

る
。
天
台
の
血
脈
を
示
す
「
天
台
法
華
宗
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に

は

「
付
法
蔵
伝
」
か
ら
の
引
用
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
北
魏
の
吉

迦
夜
・
曇
曜
に
よ
る
『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
と
さ
れ
る
。

　
確
か

に
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
（
小
野
玄
妙
編
、
大
東
出
版

社
）
を
み
て
も
、
「
付
法
」
を
冠
す
る
書
物
は
多
い
。
し
か
し
、

［
簡
子
」
は
竹
の
破
片
や
、
木
の
札
の
こ
と
で
、
書
名
と
し
て
用

い

ら
れ
る
に
は
違
和
感
が
あ
る
。

　
『
三
国
遺
事
』
巻
四
・
真
表
伝
簡
に
は
、
開
元
二
十
八
年
（
七

四

o
）
に
新
羅
僧
真
表
が
、
地
蔵
菩
薩
か
ら
浄
戒
を
受
け
た
後
、

霊

山
寺
で
修
行
を
始
め
る
と
弥
勒
菩
薩
が
現
れ
、
「
占
察
経
両
巻
」
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と
「
証
果
簡
子
一
百
八
十
九
介
」
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
う

ち
、
第
八
簡
子
は
「
新
得
妙
戒
」
の
、
第
九
簡
子
は
「
増
得
具

戒
」
の
喩
え
で
、
こ
れ
ら
は
弥
勒
の
骨
で
あ
り
、
残
り
は
み
な
沈

檀
木
で
造
っ
た
も
の
で
、
諸
煩
悩
の
喩
え
で
あ
る
と
い
う
。
弥
勒

は

こ
の
伝
法
を
世
に
伝
え
て
人
を
救
う
「
津
筏
」
（
手
引
き
）
と

す
る
よ
う
伝
え
て
お
り
、
簡
子
が
付
法
に
関
す
る
木
片
で
あ
る
と

わ
か
る
。
「
付
法
簡
子
」
も
同
様
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
占
察
経
の
占
い
に
用
い
る
木
輪
相
は
、
サ
イ
コ
ロ
の
よ
う
な
小

　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

さ
な
も
の
だ
が
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
「
付
法
簡
子
」
に
は

多
く
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
が
必

要

と
な
る
。
そ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
正
倉
院
宝
物
な
ど
に
み

ら
れ
る
経
巻
を
包
む
竹
峡
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
文
字
が
書
か
れ
て

い
た

可
能
性
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
新
羅
村
落
文
書
」

は
、
正
倉
院
中
倉
の
華
厳
経
論
峡
の
布
心
に
貼
ら
れ
て
い
た
文
書

　
　
　
ハ
む
ソ

で

あ
る
。
こ
の
経
峡
は
竹
製
で
は
な
い
が
、
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
の
「
経
峡
（
竹
）
」
に
は
、
裏
裂
に
江
戸
時
代
の
修
理
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

て

の

墨
書

な
ど
が
あ
る
か
ら
、
「
付
法
簡
子
」
が
竹
の
経
軟
の
裏

に
紙
を
貼
っ
て
書
か
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
す
る
も

の

と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
F
付
法
簡
子
」
が
こ
の
よ
う
に
、
書
物
で
は
な
く
メ
モ
書
き
で

あ
れ
ば
、
そ
の
作
成
者
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
道
熔
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
道
塔
譜
の
⑤
で
、
r
付
法
之
文
、
具
如

遺
言
一
」
と
あ
る
「
付
法
之
文
」
は
「
付
法
簡
子
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
伊
吹
敦
氏

は
、
「
付
法
簡
子
」
を
中
国
の
禅
宗
文
献
と
み
て
、

道
稽
の
伝
え
た
達
磨
法
門
の
血
脈
の
記
録
と
み
る
常
盤
大
定
氏
の

見
解

を
否
定
し
、
八
O
1
年
成
立
の
『
宝
林
伝
』
の
源
流
と
な
る

記
述
を
含
み
、
『
敦
煙
出
土
神
会
録
』
中
の
「
六
代
の
伝
記
」
と

同
様
の
表
現
も
み
ら
れ
る
た
め
、
荷
沢
神
会
派
の
史
料
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
＝
行
三
昧
」
を
強
調
す
る
点
や
、

道
信
伝
の
神
秘
性
の
強
調
な
ど
が
他
の
中
国
禅
文
献
に
は
な
い
特

徴

と
み
る
。
本
稿
で
は
、
「
付
法
簡
子
」
の
形
態
は
、
竹
軟
な
ど

に
付
さ
れ
た
メ
モ
で
あ
っ
て
も
、
道
塔
が
出
曲
ハ
と
し
た
で
あ
ろ
う

文
献

に
つ
い
て
は
、
禅
の
教
義
を
専
門
に
研
究
す
る
伊
吹
氏
の
見

解

を
尊
重
し
た
い
o

　
普
寂
の
弟
子
の
道
溶
が
、
神
会
寄
り
の
思
想
を
持
つ
点
に
は
疑

問
も
あ
る
が
、
北
宗
禅
に
属
す
系
譜
を
も
ち
な
が
ら
、
荷
沢
神
会

の

思
想

と
類
似
す
る
（
む
し
ろ
神
会
が
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
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る
）
侯
莫
陳
談
（
六
六
〇
ー
七
l
四
）
の
存
在
も
、
伊
吹
氏
が
指

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
「
付
法
簡
子
」
が
道
塔
に

拠

る
と
い
う
仮
説
が
成
立
し
得
る
か
ど
う
か
、
後
考
を
侯
ち
た

い
．

　

な
お
、
伊
吹
氏
は
（
4
）
菩
提
達
磨
伝
の
「
漢
地
相
承
師
六

代
」
以
降
も
、
袈
裟
の
伝
授
の
記
事
で
あ
る
た
め
「
付
法
簡
子
」

に
基
づ
く
と
し
て
、
乾
元
年
間
（
七
五
八
ー
九
）
の
袈
裟
の
入
内

の

記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
「
付
法
簡
子
」
の
成
立
を
そ
れ

以

降
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
（
4
）
菩
提
達
磨
伝
の
「
漢
地
相

承
師
六
代
」
以
降
は
「
付
法
簡
子
」
で
な
く
、
最
澄
に
よ
る
編
纂

と
み
れ
ば
、
乾
元
年
間
の
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
最
澄
の
入
唐

以
前
な
の
で
矛
盾
が
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
付
法
簡
子
」
が
道
稽
の
付
法
文
を

指
し
、
こ
れ
を
引
用
す
る
（
7
）
僧
燦
譜
～
（
9
）
弘
忍
譜
と

（
5
）
達
磨
譜
・
（
6
）
恵
可
譜
の
「
付
法
簡
子
云
」
部
分
も
、
行

表

に
よ
る
編
纂
と
考
え
た
い
。
行
表
の
編
纂
は
あ
く
ま
で
も
道
塔

を
普
寂
ま
で
の
禅
の
法
脈
に
結
び
付
け
る
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

三
　
最
澄
に

よ
る
編
纂

　
以
上
の

こ
と
か
ら
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
う
ち
、
最
澄
の

編
纂
部
分

は
、
行
表
の
編
纂
部
分
を
除
い
た
（
1
）
～
（
4
）
の

菩
提
達
磨
譜
以
前
と
（
5
）
達
磨
和
尚
譜
・
（
6
）
恵
可
譜
の

F付
法
簡
子
云
」
以
外
と
、
（
1
3
）
行
表
譜
、
（
1
4
）
最
澄
譜
と
な

る
。　

（
1
3
）
行
表
譜
と
（
1
4
）
最
澄
譜
が
最
澄
の
編
纂
で
あ
る
こ
と

は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
行
表
譜
の
度
縁
や
房
主
帳
で
は
な
い
「
和

上

受
達
磨
心
法
一
」
以
降
は
最
澄
の
文
と
な
る
。
ま
た
、
最
澄

譜

の

冒
頭
は
、
東
博
本
と
妙
法
院
折
本
が
「
案
最
澄
度
縁
二

と
し
て
お
り
、
「
謹
案
」
で
な
い
点
が
注
目
で
き
る
。
自
ら
の
度

縁

を
引
用
す
る
の
で
「
謹
案
」
で
は
な
く
「
案
」
と
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
r
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
に
は
、
達
磨
の
譜
と
し
て
、
（
4
）
菩
提

達

磨
譜
と
（
5
）
達
磨
和
尚
譜
が
別
々
に
立
項
さ
れ
て
い
る
。

「付
法
簡
子
」
は
（
5
）
達
磨
和
尚
譜
以
降
の
祖
に
付
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
行
表
段
階
の
編
纂
で
も
、
達
磨
以
降
の
血
脈
譜
は
成
立

す
る
。
「
付
法
簡
子
」
の
内
容
が
、
中
国
の
諸
祖
に
関
わ
る
も
の
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ら
　
ザ

で

あ
る
と
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
、
行
表
が
編
纂
し
た
血
脈
は
、
中

国
の
禅
の
法
脈
に
、
師
で
あ
る
道
稽
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
『
血
脈
譜
』
の
序
に
、
「
謹
纂
三
国
之
相
承
一
、

以
示
　一

家
之
後
葉

二
と
あ
る
よ
う
に
、
最
澄
の
段
階
で
、
（
4
）

以
前
の
西
天
の
法
脈
を
追
加
し
、
さ
ら
に
、
道
塔
－
行
表
ー
最
澄

と
い
う
日
本
で
の
相
承
部
分
を
接
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
澄

に
よ
る
編
纂
部
分
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
伊
吹
氏
の
詳
細

な
分
析
が
あ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

・

（
1
）
や
（
2
）
、
（
4
）
に
引
用
さ
れ
る
『
西
国
仏
祖
代
相
承

　
伝
法
記
』
（
伝
法
記
）
は
、
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
五
月

　
の

最
澄
請
来
目
録
（
越
州
録
）
に
あ
る
「
西
国
付
法
記
一
巻
」

　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
と
み
ら
れ
る
。

・

（
5
）
達
磨
和
尚
譜
の
「
四
行
観
序
」
の
内
容
は
、
『
樗
伽
師
資

　
記
』
（
七
二
三
年
頃
成
立
）
「
求
那
践
陀
羅
章
」
に
み
え
る
が
、

　
日
本
古
代
の
史
料
に
『
楊
伽
師
資
記
』
へ
の
言
及
が
な
い
た

　

め
、
　
F
求
那
蹟
陀
羅
章
」
の
一
部
を
独
立
さ
せ
た
散
逸
文
献

　
『
践
陀
三
蔵
安
心
法
』
（
『
石
山
寺
蔵
中
聖
教
目
録
』
に
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ザ

　
が
出
典
と
み
ら
れ
る
。

’

（
5
）
達
磨
和
尚
譜
の
「
梁
武
帝
製
達
磨
碑
頒
」
と
（
6
）
恵

　
可
譜
の

「
恵
可
和
上
碑
銘
」
は
、
『
宝
林
伝
』
（
八
O
1
年
成

　
立
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
宝
林
伝
』
は
円
仁
の
『
日
本
国

　
承
和
五
年
入
唐
求
法

目
録
』
（
八
三
九
年
）
に
み
え
る
が
、
最

　
澄
が
請
来
し
た
記
事
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
最
澄
の
越
州
録
に

　
み

え
る
「
達
磨
系
図
一
巻
」
を
、
の
ち
に
円
珍
が
請
来
し
た

　
「
禅
門
七
祖
行
状
碑
銘
」
の
原
型
と
み
な
し
、
こ
の
「
達
磨
系

　
図
」
か
ら
F
梁
武
帝
製
達
磨
碑
頒
」
や
「
恵
可
和
上
碑
銘
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

　
引
用
し
た
と
考
え
る
。

　
一
点
目
に
つ
い
て
は
問
題
な
く
理
解
で
き
る
。
二
点
目
に
つ
い

て

は
、
検
証
す
る
準
備
が
な
い
た
め
、
結
論
は
保
留
し
た
い
。
た

だ

し
、
最
澄
段
階
で
の
編
纂
を
前
提
と
す
る
本
稿
の
論
旨
と
矛
盾

す

る
も
の
で
は
な
い
。
三
点
目
に
つ
い
て
、
『
宝
林
伝
』
の
成
立

は
、
十
二
世
紀
初
頭
の
文
献
『
大
蔵
経
綱
目
指
要
録
』
（
＝
〇

三

年
撰
）
や
『
祖
庭
事
苑
』
（
＝
〇
八
年
の
序
）
に
は
「
貞
元

中
」
（
七
八
五
－
八
〇
四
）
と
あ
る
の
み
で
、
貞
元
十
七
年
（
八

o
1
）
と
す
る
の
は
、
成
淳
⊥
ハ
年
（
一
二
七
〇
）
撰
の
『
釈
氏
通

　
　
　
　
　
　
む
　

鑑
』
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
『
宝
林
伝
』
の
成
立
は
八
世
紀
末
に

遡

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
最
澄
の
請
来
目
録
に
は
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み

え
な
い
が
、
八
〇
四
年
に
入
唐
し
た
最
澄
が
、
達
磨
碑
や
恵
可

碑
の
み
え
る
巻
八
を
部
分
的
に
筆
写
し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な

い
．
こ
の
三
点
目
に
つ
い
て
も
、
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ

こ
で
は
達
磨
碑
文
の
内
容
を
何
ら
か
の
形
で
最
澄
が
入
手
し
て
い

た
と
い
う
程
度
に
留
め
て
お
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
（
3
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
周
書
」
は
『
周
書

異
記
』
の
こ
と
で
あ
り
、
『
唐
護
法
沙
門
法
琳
別
伝
』
（
六
四
〇
ー

四
九

成

立
）
や
、
『
法
苑
珠
林
』
（
六
六
八
年
成
立
）
に
類
似
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ザ

容
が
み

え
る
。
『
法
苑
珠
林
』
は
正
倉
院
文
書
に
も
み
え
、
奈
良

時
代
の
受
容
が
知
ら
れ
る
が
、
（
3
）
に
は
な
い
表
現
も
み
え
る

こ
と
か
ら
、
（
3
）
の
出
典
が
別
に
あ
る
可
能
性
も
今
後
検
討
し

た
い
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
う
ち
、
「
付
法
簡

子
」
と
大
通
・
普
寂
・
道
塔
譜
以
外
の
部
分
は
最
澄
の
編
纂
と
み

て

も
年
代
的
な
齪
齪
は
生
じ
な
い
。
最
澄
は
、
行
表
が
道
塔
の
付

法
文
を
も
と
に
編
纂
し
た
達
磨
か
ら
道
塔
ま
で
の
血
脈
に
、
釈
迦

か

ら
達
磨
に
至
る
西
天
の
系
譜
と
、
行
表
ー
最
澄
に
つ
な
が
る
系

譜

を
つ
な
ぎ
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
に
及
ぶ
禅
の
血
脈

を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て
ー
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の
成
立
過
程

　
以

上
、
本
稿
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」
の

成
立
過
程
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

．
行
表
に
よ
る
編
纂

　
吉
備
真
備
撰
「
道
塔
和
上
纂
」
を
核
と
す
る
道
塔
譜
に
、
道
塔

　
の

師
で
あ
る
（
1
0
）
大
通
譜
と
（
1
1
）
普
寂
譜
を
加
え
る
と
と

　
も
に
、
道
稽
が
残
し
た
「
付
法
簡
子
」
を
も
と
に
、
大
通
以
前

　
の

（
5
）
達
磨
譜
か
ら
（
9
）
弘
忍
譜
ま
で
を
加
え
て
、
道
塔

　

を
中
国
の
禅
（
北
宗
禅
）
の
法
脈
に
位
置
付
け
た
。

．
最
澄
に
よ
る
編
纂

　
道
塔
以
前
の

血
脈
に

つ
い
て

は
、
（
1
）
釈
迦
か
ら
（
4
）
菩

　
提
達

磨
ま
で
の
西
天
の
系
譜
を
加
え
、
道
塔
以
降
に
つ
い
て

　

は
、
（
1
3
）
行
表
譜
と
（
1
4
）
最
澄
自
身
の
譜
を
作
成
し
て
、

　
道
塔
譜
に
接
続
し
た
。

　

こ
の
二
段
階
で
の
編
纂
は
、
最
澄
譜
の
「
達
磨
大
師
血
脈
譜
」

を
構
成
す
る
資
料
の
伝
来
に
つ
い
て
の
記
述
と
も
合
致
す
る
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
F
其
祖
塔
和
上
、
自
大
唐
一
持
来
写
伝
達
磨

法
門
伝
授
」
（
‖
付
法
簡
子
）
を
も
と
に
、
行
表
が
作
成
し
て
い
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た
道
塔
以
前
の
血
脈
譜
に
、
最
澄
が
「
台
州
唐
興
県
天
台
山
禅
林

寺
僧
傾
然
、
伝
授
天
竺
大
唐
二
国
付
法
血
脈
」
以
下
を
加
え
た
も

の

と
み
ら
れ
る
。
前
者
が
比
叡
山
蔵
に
あ
る
の
は
’
行
表
が
伝
え

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
で

は
、
行
表
に
よ
る
編
纂
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
行
表
と
道

塔
と
の
関
係
は
、
行
表
譜
に
あ
る
よ
う
に
、
行
表
が
天
平
十
三
年

（七

四
1
）
十
二
月
十
四
日
の
勅
で
得
度
し
た
七
七
三
人
の
う
ち

の
l
人
で
、
師
主
が
大
安
寺
道
塔
で
あ
っ
た
こ
と
、
延
暦
十
六
年

（七
九

七
）
に
入
寂
し
た
場
所
が
、
か
つ
て
道
塔
の
い
た
大
安
寺

西
唐
院
で
あ
っ
た
こ
と
の
二
点
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
行
表
譜
の
「
延
暦
十
三
年
房
主
帳
」
に
は
、
行
表
が
天
平
十
五

年
（
七
四
三
）
に
興
福
寺
北
倉
院
で
受
戒
し
た
こ
と
が
み
え
、
嗣

永
芳
照
氏
は
、
「
（
道
溶
が
）
二
年
前
の
得
度
の
際
の
師
主
で
あ
る

こ
と
等
か
ら
考
え
て
、
行
表
受
戒
の
戒
師
が
道
塔
で
あ
っ
た
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
」
と
す
る
。
し
か
し
、
行
表
譜
に
こ

の

時
の
師
主
の
記
載
は
な
く
、
道
塔
が
興
福
寺
に
い
た
か
ど
う
か

の

検
証
も
必
要
と
な
る
。
現
時
点
で
受
戒
の
師
が
道
塔
と
は
断
定

は

で
き
な
い
。

　
行
表
譜
に
あ
る
よ
う
に
、
行
表
が
近
江
大
国
師
と
し
て
、
最
澄

を
得
度
さ
せ
た
の
は
、
最
澄
十
三
歳
の
時
、
す
な
わ
ち
、
宝
亀
十

1
（七

八
o
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
に
行

表
の
度
縁
を
最
澄
に
下
付
す
る
際
に
、
行
表
は
大
安
寺
伝
灯
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
に
ザ

位
で
か

つ
近
江
大

国
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
行
表
が
い

つ
大
安
寺
に
入
り
、
ど
こ
で
道
塘
に
師
事
し
た
か
は
明
ら
か
で
な

い

が
、
道
溶
が
残
し
た
付
法
文
を
比
叡
山
に
も
た
ら
し
た
の
は
、

大
安
寺
僧
で
か
つ
近
江
大
国
師
で
あ
っ
た
行
表
で
あ
り
、
そ
れ
が

最
澄
に

引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
断
片
的
な
事
実
か
ら
、
行
表
が
、
道
塔
の
法
脈
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
は
、
最
澄
と
の
関
係
に
お
い
て

と
考
え
ら
れ
る
。
最
澄
が
最
初
の
僧
位
で
あ
る
修
行
入
位
を
授
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ザ

る
の
は
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
行
表
に
お

け
る
編
纂
時
期
は
そ
れ
以
降
で
、
延
暦
十
⊥
ハ
年
（
七
九
七
）
の
行

表
の
入
寂
以

前
、
す
な
わ
ち
行
表
の
晩
年
と
し
て
お
き
た
い
。
道

熔

と
最
澄
を
結
ぶ
行
表
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、

今
後
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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註（
1
）
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
v
a
　
l
　
（
世

　
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
七
五
年
）
。

（
2
）
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
三
削
掲
註
（
1
）
）
、
『
日
本
大
蔵
経
』
第

　
七

十
五
巻
宗
典
部
・
天
台
宗
顕
教
章
疏
一
（
増
補
改
訂
、
鈴
木
学
術
財

　
団
、
一
九
七
六
年
）
。

（
3
）
『
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
第
一
巻
（
東
方
書
院
、
一
九
三

　
o
年
）
、
『
高
僧
名
著
全
集
』
第
一
巻
（
平
凡
社
、
一
九
三
一
年
）
。

（
4
）
東
博
本
に
つ
い
て
、
福
井
康
順
「
「
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
新
義
」

　
（
『
福
井
康
順
著
作
集
五
　
日
本
天
台
の
諸
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
〇

　
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
に
は
、
「
延
長
五
年
（
九
二
七
）
の
年
時

　
が
見

え
る
二
十
三
紙
の
精
写
本
」
と
記
し
、
「
前
東
京
国
立
博
物
館
文

　
部
技
官
大
西
芳
雄
氏
の
助
力
に
よ
る
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。
だ
が
、

　
当
該
史
料
は
す
べ
て
撮
影
さ
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

　
ン

ツ

で
公

開
さ
れ
て
い
る
が
、
延
長
五
年
の
記
載
は
見
当
た
ら
ず
、
他

　

に
東
博
本
を
実
見
し
て
延
長
五
年
の
年
時
に
言
及
し
た
論
文
は
見
当
た

　
ら
な
い
。

（
5
）
牛
場
眞
玄
「
傳
教
大
師
最
澄
の
輝
法
相
承
に
つ
い
て
－
F
天
台
法

　
華
宗
傳
法
掲
」
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
　
一
七
－

　
一
、
一
九
⊥
ハ
八
年
）
、
福
井
康
順
前
掲
註
（
4
）
論
文
、
同
「
「
内
証
仏

　
法
相
承
血
脈
譜
」
新
義
（
承
前
）
」
（
前
掲
註
（
4
）
著
書
所
収
、
初
出

　
は
一
九
八
八
年
）
、
蓑
輪
顕
量
「
光
定
と
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
」

　
（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
三
八
ー
1
1
、
　
1
九
九
O
年
）
。

（
6
）
す
で
に
伊
吹
敦
「
最
澄
が
傳
え
た
初
期
輝
宗
文
献
に
つ
い
て
」
（
『
禅

文
化
研
究
所
紀
要
』
］
1
1
二
、
一
九
九
七
年
）
が
、
同
様
の
理
由
で
『
血

脈
譜
』
が
成
立
当
初
よ
り
現
在
の
形
で
存
在
し
た
と
み
な
し
て
い
る
。

（
7
）
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
（
古
典
保
存
会
、
東
寺
観
智
院
蔵
古
紗
本
の

　
複
製
、
一
九
三
一
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
唐
国
諸
寺
三
蔵
大
徳
、
皆
以
．
．
戒
律
一
為
．
．
入
道
之
正
門
。
若
有
レ
不

　
　
レ
持
レ
戒
者
、
不
レ
歯
「
於
僧
中
。
於
レ
是
、
方
知
・
本
国
無
伝
戒
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ
ザ

　
　
伍
請
＝
東
都
大
福
先
寺
砂
門
道
塔
律
師
一
、
附
一
．
副
使
中
臣
朝
臣
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ロ
こ

　
　
之
舶
i
、
先
向
本
国
　
。
レ
去
、
擬
レ
為
伝
戒
者
也
。

（oo
）　
M
延
暦
僧
録
』
栄
叡
伝
・
普
照
伝
（
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三

　
収
録
）
。

（
9
）
安
藤
更
生
『
鑑
真
大
和
上
伝
之
研
究
』
（
平
凡
社
、
一
九
⊥
ハ
○
年
、

　
七
三
頁
）
、
東
野
治
之
『
鑑
真
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
三
七
・

　
五
二
貝
）
。

（
1
0
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
三
年
四
月
甲
戌
（
二
十
二
日
）
、
『
東
大
寺

　
要
録
』
巻
二
・
供
養
章
第
三
。

（
且
）
『
延
暦
僧
録
』
道
塔
伝
二
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
収
録
）
。
本

　
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
藏
中
し
の
ぶ
『
「
延
暦
僧
録
』
注
釈
』
大

　
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
に
拠
る
）
。

　
　
釈
道
塔
者
、
唐
許
洲
人
也
。
住
河
南
府
福
先
寺
一
。
俗
姓
衛
氏
、

　
　
衛
霊
公
之
後
也
。
抽
レ
轡
入
道
、
棄
レ
俗
辞
レ
栄
。
負
レ
笈
尋
し
師
、
登
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壇

進

具
。
○
依
一
一
華
厳
浄
行
品
一
、
1
々
依
行
。
経
云
、
「
若
人
依

　
　
レ
此
而
行
、
　
一
切
諸
天
・
魔
・
梵
・
龍
神
・
八
部
、
声
聞
－
独
覚
、

　
　
所
レ
不
レ
能
レ
動
」
。
然
藩
、
未
レ
終
前
一
日
、
城
中
有
レ
化
。
俗
人
説
“
F

　
　
夢
見
叶
道
塔
乗
’
六
牙
白
象
一
、
著
二
白
衣
’
向
レ
東
而
去
上
。
即
天
平
宝

　
　
字
四
年
歳
次
庚
子
潤
四
月
十
八
日
終
焉
。
春
秋
五
十
有
九
。
既
言
、

　
　
依
一
如
幻
三
摩
提
一
。
下
従
二
六
地
一
、
依
二
般
若
波
羅
蜜
多
、
尽
二
八

　
　
地
一
。
即
与
一
一
華
厳
浄
行
品
一
、
理
相
扶
会
。
然
菩
薩
同
レ
凡
、
行
位

　
　
難
レ
識
。
今
編
上
高
僧
伝
、
録
以
呈
万
代
A
矢
。

（
1
）
『
延
暦
僧
録
』
淡
海
居
士
伝
（
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
収
録
）
。

（
1
3
）
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
七
八
1
）
⊥
ハ
月
辛
亥
（
二
十
四
日
）
、

　
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
十
月
壬
戌
（
1
1
日
）
o

（
1
4
）
『
延
暦
僧
録
』
瀧
淵
居
士
伝
（
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
収
録
）
。

（
1
）
柳
田
聖
山
r
資
料
二
　
荊
州
玉
泉
寺
大
通
禅
師
碑
銘
井
序
」
（
『
柳

　
田
聖
山
集
第
六
巻
　
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
、

　
初
出
は
一
九
六
七
年
）
。

（
1
6
）
伊
吹
敦
a
「
日
本
の
古
文
献
か
ら
見
た
中
国
初
期
禅
宗
－
大
安
寺

道
塔
の

『集
註
梵
網
経
』
を
中
心
に
ー
」
（
『
東
洋
思
想
文
化
』
二
、
二

　
O
l
五
年
）
、
b
［
道
塔
撰
『
註
菩
薩
戒
経
』
侠
文
集
成
」
（
『
東
洋
思

　
想
文
化
』
1
1
1
、
　
1
］
O
＝
ハ
年
）
。

（
1
7
）
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遣
文
』
下
巻
（
訂
正
版
、
東
京
堂
出
版
、
一

九

六
二
年
、
初
版
は
八
木
書
店
、
一
九
四
四
年
）
、
宮
田
俊
彦
『
吉
備

　
真
備
』
（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
初
版
は
一
九
六
一
年
）
。

（
1
8
）
吉
備
真
備
が
天
平
宝
字
八
年
正
月
に
致
仕
の
表
を
大
宰
府
に
提
出

　

し
、
奏
上
さ
れ
な
い
う
ち
に
造
東
大
寺
長
官
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が

　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
十
月
丙
申
（
八
日
）
に
み
え
る
。

（
1
9
）
末
木
文
美
士
「
奈
良
時
代
の
禅
」
（
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大

　
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
）
。

（
2
0
）
伊
吹
敦
「
初
期
禅
宗
と
日
本
仏
教
ー
大
安
寺
道
塔
の
活
動
と
そ
の

　
影
響
」
（
『
東
洋
学
論
叢
』
三
八
、
二
〇
＝
二
年
）
。

（
2
1
）
田
村
晃
祐
編
『
最
澄
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
、
1
八

　
I
H
二
頁
）
。

（
2
2
）
末
木
文
美
士
前
掲
註
（
1
9
）
論
文
、
新
川
登
亀
男
「
太
子
伝
の
転

　
回
」
　
（
『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
閾
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇

　
年
）
、
山
本
幸
男
「
東
大
寺
華
厳
宗
の
教
学
と
実
践
」
（
『
奈
良
朝
仏
教

　
史
孜
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
は
二
〇
〇
八
年
）
。

（
2
3
）
楊
曾
文
「
『
唐
同
徳
寺
無
名
和
尚
塔
銘
井
序
』
的
発
現
及
其
学
術
価

　
値
」
（
『
仏
学
研
究
』
1
1
0
0
0
年
第
○
○
期
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
。

　
撰
者
慧
笈
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
碑
文
中
に
無
名
を
「
吾
師
」

　
と
称
し
て
い
る
た
め
、
無
名
の
弟
子
と
み
ら
れ
る
。

（
2
）
伊
吹
敦
「
道
椿
は
本
當
に
華
嚴
の
祖
師
だ
っ
た
か
」
（
『
印
度
學
佛

　
教
學
研
究
』
六
O
1
1
、
　
1
1
0
］
1
年
）
。

（
2
）
宇
井
伯
寿
「
北
宗
禅
の
人
々
と
教
説
」
（
『
禅
宗
史
研
究
』
岩
波
書

　
店
、
一
九
三
五
年
）
。

（
2
）
伊
吹
敦
前
掲
註
（
6
）
論
文
注
（
3
）
。
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（
2
7
）
新
川
登
亀
男
前
掲
註
（
2
2
）
論
文
。

（
2
8
）
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
（
前
掲
註
（
1
7
）
書
）
。
道
塔
譜

①
②
③
の
後
に
大
通
譜
を
追
加
し
て
い
る
。

（
2
）
末
木
文
美
士
前
掲
註
（
1
9
）
論
文
、
山
本
幸
男
前
掲
註
（
2
）
論

　
文
で
も
同
様
に
理
解
す
る
。

（
3
）
後
藤
昭
雄
「
平
安
朝
の
願
文
ー
中
国
の
願
文
を
視
野
に
入
れ
て
」

　
（
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
。

（
3
1
）
池
平
紀
子
「
『
占
察
善
悪
業
報
経
』
の
成
立
と
伝
播
に
つ
い
て
」

　
（
吉
川
忠
夫
編
『
唐
代
の
宗
教
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
3
2
）
『
国
際
企
画
展
示
　
文
字
が
つ
な
ぐ
　
古
代
の
日
本
列
島
と
朝
鮮
半

島
』
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
三
ー
一
六
五
頁
）
。

（
3
3
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
経
鉄
（
竹
秩
）
」
鎌
倉
時
代
・
建
久
年
間

　
（
重
要
文
化
財
）
。

（
3
）
伊
吹
敦
前
掲
註
（
6
）
論
文
。
伊
吹
氏
が
批
判
す
る
常
盤
大
定
氏

　
の
説
は
、
「
宝
林
伝
の
研
究
」
（
『
続
支
那
仏
教
の
研
究
』
春
秋
社
、
一

　
九
四
一
年
、
三
＝
二
頁
）
。

（
3
5
）
伊
吹
敦
「
『
頓
悟
真
宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
決
』
と
荷
沢

　
神
会
」
（
三
崎
良
周
編
『
日
本
・
中
国
　
仏
教
思
想
と
そ
の
展
開
』
（
山

　
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
二
年
）
、
田
中
良
昭
「
「
神
会
塔
銘
」
と
「
侯
莫

　
陳
寿
塔
銘
」
の
出
現
と
そ
の
意
義
」
（
『
敦
燈
禅
宗
文
献
の
研
究
』
第
二
、

大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
は
］
九
九
八
年
）
。

（
3
6
）
伊
吹
敦
前
掲
註
（
6
）
論
文
。

（
3
7
）
伊
吹
敦
前
掲
註
（
6
）
論
文
。

（
3
8
）
伊
吹
敦
「
『
榜
伽
師
資
記
』
と
『
賊
陀
三
藏
安
心
法
』
1
そ
の
日
本

　
へ
の
將
来
と
天
台
宗
へ
の
影
響
1
」
（
『
東
洋
思
想
文
化
』
四
、
二
〇
一

　
七
年
）
。
な
お
、
こ
の
論
文
の
「
附
記
」
で
、
石
山
寺
に
『
駿
陀
三
蔵

安
心
法
』
の
平
安
後
期
の
写
本
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
調

査
は

今
後
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
9
）
伊
吹
敦
前
掲
註
（
6
）
論
文
。

（
4
0
）
柳
田
聖
山
「
『
宝
林
伝
』
の
成
立
と
祖
師
禅
の
完
成
」
前
掲
註

　
（
1
5
）
書
所
収
。

（
－i

）　
r
写
書
布
施
勘
定
帳
」
天
平
勝
宝
三
年
九
月
二
十
日
（
『
大
日
本
古

　
文
書
』
十
二
ー
五
六
）
。

（
4
）
嗣
永
芳
照
「
大
安
寺
行
表
伝
の
研
究
」
（
『
仏
教
史
学
』
十
二
ー
三
、

　
一
九
六
六
年
）
。

（El）　
r
最
澄
度
縁
」
延
暦
二
年
正
月
二
十
日
（
『
平
安
遺
文
』
八
－
＝
＝

　
八
八
、
四
二
八
］
文
書
）
。

（
4
4
）
「
僧
綱
牒
」
延
暦
十
年
十
二
月
二
十
八
日
二
平
安
遺
文
』
八
ー
三

　
一
九
九
、
四
二
八
七
文
書
）
。

【校
訂
本
文
】

凡
例

．

底
本
に
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
巻
子
本

（重
要
文
化
財
）
を
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使

用
し
た
。
対
校
本
に
は
京
都
妙
法
院
所
蔵
巻
子
本
と
折
本
の

ほ

か
、
近
代
の
刊
本
を
使
用
し
た
o
江
戸
期
の
写
本
と
刊
本
は

未
調
査
で

あ
り
、
本
格
的
な
校
訂
本
文
の
作
成
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

．

底
本
及
び
対
校
本
と
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

東
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
巻
子
本
（
重
要
文
化
財
）

　

平
安
後
期
の
写
本
と
さ
れ
る
（
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』

　

七
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）

　

＊
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
掲
載
画
像
の
高

　
　

精
度
の
も
の
（
カ
ラ
ー
）
を
利
用

妙
巻
　
妙
法
院
所
蔵
巻
子
本
（
重
要
文
化
財
）

　

序

と
達
磨
大
師
血
脈
譜
の
「
浄
飯
王
有
二
子
」
以
前
を
欠
く

　

平
安
後
期
の
写
本
と
さ
れ
る
（
前
掲
『
国
宝
・
重
要
文
化
財

　

大
全
』
七
）

　

＊
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
帳
（
白
黒
）
と
京
都

　
　

国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
覧
会
　
妙
法
院
と
三
十
三
間

　
　

堂
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、
四
六
ー
四
七

　
　

頁
）
掲
載
の
カ
ラ
ー
写
真
（
冒
頭
と
奥
書
部
分
）
を
利
用

妙
　
妙
法
院
所
蔵
折
本

　
表
紙
裏
に
「
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
梅
月
上
旬
、
或
所
令

　
朽
損
在
之
条
、
為
仏
法
興
隆
加
修
覆
畢
、
覚
永
記
之
」
と
い

　
う
修
理
銘
が
あ
る
。
上
部
に
痛
み
あ
り
。

　

＊
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
帳
（
白
黒
）
と
前
掲

　
　
『
特
別
展
覧
会
　
妙
法
院
と
三
十
三
間
堂
』
四
八
頁
掲
載

　
　
の

カ
ラ
ー
写
真
（
冒
頭
と
奥
書
部
分
）
を
利
用

伝
　
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
第

　
1
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
七
五
年
、
初
版
は
比
叡
山

　
図
書
刊
行
所
、
一
九
二
六
年
）

　
底
本
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
刊
本
、
対
校
本
は
曼
殊

　
院
所
蔵
元
禄
七
年
（
ニ
ハ
九
四
）
写
本
と
享
保
四
年
（
一
七

　
一
九
）
刊
本

大
　
『
日
本
大
蔵
経
』
第
七
十
五
巻
宗
典
部
・
天
台
宗
顕
教
章

　
t
s
　
l
　
（
増
補
改
訂
、
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
六
年
）

　
底
本
は
旧
版
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
二
（
天
台
宗
宗
典
刊
行

　
会
、
I
九
I
二
年
、
こ
の
底
本
・
対
校
本
は
一
九
二
六
年
の

　
新
版
に
同
じ
）

寧
「
道
溶
和
上
伝
纂
」
（
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
、
訂
正
版
、
東

　
京
堂
出
版
、
一
九
六
二
年
）
＊
（
1
2
）
の
一
部
の
み
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底
本

は
旧
版
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
二
（
前
掲
）
、
対
校
本

　

は
解
説
に
「
天
正
十
三
年
二
五
八
五
）
八
月
書
写
の
奥
書

　

の

あ
る
西
教
寺
本
」
と
あ
る
。
西
教
寺
本
に
つ
い
て
は
『
昭

　

和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
増
補
版
（
法
蔵
館
、
一
九
七

　

八
年
）
や
『
国
r
m
総
D
［
M
録
』
補
訂
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
九

　

0
年
）
に
み
え
ず
不
明
で
あ
る
。

・

異
体
字
な
ど
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
に
改
め
、

校
異
は
省
略
し
た
o

．

以
下
の

文
字
も
通
用
と
み
な
し
、
校
異
は
省
略
し
た
。

花
ー
華
　
惣
－
総
　
恵
ー
慧
　
密
－
蜜
　
随
ー
随
　
磨
－
摩

廿
－
二
十
　
計
ー
三
十
　
冊
－
四
十

．

踊
り
字
と
そ
う
で
な
い
表
記
は
区
別
せ
ず
、
校
異
は
省
略
し

た
o
踊
り
字
符
号
は
「
々
」
で
統
一
し
た
。

．

内
容
に
応
じ
て
改
行
し
、
返
り
点
を
加
え
、
（
1
）
～
　
（
1
）

に
分
け
た
。
系
図
部
分
は
口
で
囲
み
、
割
書
は
（
）
で
記
し

た
。．

校
異
記
号

ナ
シ
　
本
文
に
該
当
文
字
が
な
い
場
合
（
空
白
・
抹
消
で
は
な

　
　
い
）

傍
補
　
本
文
に
な
い
文
字
が
、
傍
書
と
し
て
補
わ
れ
て
い
る
場

　

合
。
本
文
に
別
の
字
が
あ
る
場
合
は
、
本
文
の
文
字
を
記
し

　

（

）
内
に
傍
書
の
文
字
を
記
し
た
。

転
倒
符
　
転
倒
符
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合

抹
消
符
　
抹
消
符
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合

擦
消
　
本
文
の
文
字
が
削
ら
れ
て
い
る
場
合

意
改
　
意
味
の
上
で
諸
本
に
は
な
い
文
字
に
改
め
た
場
合

達
磨
大
師
付
法
相
承
師
々
血
脈
譜
一
首

（
1
）
謹
案
西
国
仏
祖
代
－
相
承
伝
法
記
一
云
、

第
一
祖
名
尼
棲
羅
王

第
四
祖
名
尼
休
羅
王
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第
一
名
浄
飯
王

第
二
名
白
飯
王
。
。

第
三
名
創
飯
王
□

第
四
名
．
。
甘
露
飯
王
6

一
名
悉
達
、
多
号
為
仏

二
名
8
難
陀
出
家

24

（
2
）
謹
案
西
国
仏
祖
代
9
相
承
伝
法
記
一
云
、
悉
達
太
子
、
十

九

出
家
、
三
十
成
道
。
身
長
一
丈
六
尺
、
有
三
一
夫
人
一
、
各

領
二
二
万
采
女
一
囲
焼
。
第
一
夫
人
、
名
日
二
聖
夷
一
、
生
一
優

婆
姐
摩
那
一
出
家
。
第
二
夫
人
名
日
二
耶
輸
陀
羅
一
、
生
一
・
羅
喉

羅
一
出
家
。
第
三
夫
人
名
日
一
鹿
野
一
。
夫
人
u
生
一
善
星
腰
比

　
丘
i
出
家
。
案
旦
十
二
遊
経
・
瑞
応
経
・
及
大
智
度
論
等
一

出
H
　
。

閨屑閨閨

迦 富 提 阿
那 羅 多 難
提 奢 迦
婆

（
謹
案
＝
周
書
一
云
、
仏
是
姫
周
第
五
帝
昭
田
王
在
位
時
、
癸
丑

歳

七

月
十
五
日
、
降
二
神
母
胎
一
。
甲
寅
ロ
之
歳
四
月
八
日
、

p
a
”
　
1
迦
砒
羅
衛
国
林
微
園
一
、
在
二
母
右
脇
一
而
生
。
壬
申
年
二

月
八
日
夜
、
喩
レ
城
出
家
。
至
周
第
六
帝
穆
王
在
位
時
、
癸
－
8

未
歳
二
月
八
日
一
、
三
十
成
道
。
壬
申
歳
二
月
十
五
日
、
於
二

拘
四
　
那
城
一
、
年
七
十
九
、
入
二
般
四
浬
葉
一
。

閨1⑳1



同
劉
巴
　
　
　
　
　
　
圃
閣
［
］

同
劇
山
　
　
　
　
　
　
同
閨
固
］

園
闇
］
　
　
　
　
　
　
園
圏
閲
］

（
4
）
謹
案
二
伝
法
記
一
云
、
「
其
師
子
尊
者
、
至
一
罰
賓
国
一
。
提

　
王
問
、
『
大
師
従
彼
国
一
来
。
要
レ
得
諸
法
空
一
否
』
。
大
師

云
、
『
已
得
レ
不
レ
謬
』
。
提
王
問
云
、
『
既
得
法
空
一
、
生
死
有

　
否
2
9
』
。
大
師
答
云
、
『
已
離
二
生
死
二
。
提
王
問
、
『
既
離
二
生

　
死
一
、
今
欲
レ
損
レ
師
、
計
応
レ
無
レ
催
』
。
大
師
言
三
任
』
。
提

王
遂
揮
レ
剣
斬
・
大
師
一
。
首
落
白
乳
湧
高
↓
丈
。
其
提
王
右
腎

便
落
レ
地
。
王
遂
敬
④
怖
。
弟
子
舎
那
婆
斯
、
見
二
師
被
一
レ
損
、

奔
向
二
南
天
竺
国
「
。

又
訓
云
、
達
磨
大
師
謂
弟
子
仏
陀
耶
舎
一
日
g
g
、
『
汝
可
卜
往
・

振
旦
国
［
、
伝
法
眼
一
、
看
田
中
彼
国
信
＝
如
レ
斯
田
事
一
否
上
』
。

弟

子
耶

舎
、
奉
二
師
付
嘱
旦
、
便
付
レ
舶
来
＝
此
土
［
。
耶
舎

到

秦
中
一
、
見
・
大
徳
数
千
余
人
、
坐
禅
加
レ
行
精
進
一
。
忽

聞
耶
舎
所
r
説
、
無
レ
有
　
一
人
信
者
一
。
皆
三
日
、
『
何
有
・
此

事
天
託
誰
之
説
一
』
。
遂
令
レ
贋
」
耶
舎
謎
一
、
向
一
盧
山
東
林

僧 鶴 鳩
伽 勒 摩
羅 那 羅
叉 爺 駄

全
口

園
闇
‥
巴
ー

［
開
閣
巴
－

国
一
閨
閣
］
ー

寺
一
。
其
時
遠
大
師
、
見
二
耶
全
」
来
、
遂
請
問
、
『
大
徳
従
一
西

国
一
来
、
将
一
何
仏
法
流
伝
一
S
S
土
］
　
J
O
遂
被
レ
稽
胆
レ
耶
、
其
時

耶
舎
答
’
遠
大
師
一
日
、
『
已
手
作
レ
拳
。
以
レ
拳
作
レ
手
ω
是
事

疾

否
』
。
遠
大
師
便
悟
屯
、
将
知
下
煩
悩
与
菩
提
一
大
招
性
不

二
上
也
。

後
時
耶
舎
無
常
、
達
磨
大
師
知
弟
子
無
常
一
、
遂
自
乏
レ
船
、

渡
来
一
此
土
i
．
初
至
二
梁
国
一
。
武
帝
迎
就
レ
t
w
　
g
e
、
問
日
＝
、

『朕
広
造
レ
寺
度
レ
人
o
写
経
・
鋳
像
、
有
二
何
功
徳
一
』
。
達
磨

大

師
答
云
、
『
無
功
徳
一
』
。
武
帝
問
、
『
何
以
盲
無
晶
功

徳
一
』
。
達
磨
大
師
云
、
『
此
是
有
為
之
事
、
不
一
実
打
功
徳
こ
。

不
ン
称
＝
帝
情
一
、
遂
発
遣
労
過
。
大
師
杖
超
錫
、
行
至
二
嵩

山
1
0
逢
コ
見
恵
可
志
□
求
勝
法
一
。
遂
乃
付
ー
嘱
四
仏
法
一
ム
矢
」
。

漢
地

相
承
祖
師
六
代
、
伝
達
磨
衣
一
為
レ
信
。
能
部
大
師
、
息

不
レ
伝
。
今
現
在
二
曹
渓
塔
所
一
。
乾
元
年
中
奉
一
孝
義
皇
帝
一
、
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索
二
此
衣
一
入
内
供
養
。
嶺
南
不
レ
安
訓
、
節
度
使
張
休
、
奏

索
レ
衣
。
勅
依
レ
奏
、
還
一
衣
本
田
処
一
O
其
塔
所
放
二
光
明
一
。

使
司
重
奏
、
有
勅
詞
一
、
耀
ー
讃
大
師
道
徳
一
ム
矢
。

（

5
）
　
　
1

　
謹
案
二
四
行
観
序
一
云
、
「
法
師
者
西
域
南
天
竺
大
波
詞
羅
門
国

　
王
第
三
之
子
也
。
神
恵
疎
朗
、
聞
・
皆
暁
悟
一
、
志
在
。
。
二
摩
詞

　
桁
道
一
。
故
捨
レ
素
従
レ
縞
、
紹
ゴ
隆
聖
茄
種
一
。
冥
心
虚
寂
、

　
通
□
監
世
事
一
、
内
外
倶
明
、
徳
超
一
世
表
一
。
悲
二
p
t
’
　
｝
f
i
辺
隅
、

　
正
教
陵
替
」
、
遂
能
遠
渉
二
山
海
一
、
遊
ゴ
化
漢
魏
｝
。
忘

　
レ
心
5
9
之
士
、
莫
6
0
レ
不
二
帰
信
6
1
一
、
存
レ
見
之
流
、
乃
生
二
議

　
誘
一
。
干
レ
時
、
有
二
沙
門
道
6
2
育
、
恵
可
一
。
年
難
二
後
生
一
、

　
携
志

高
遠
。
幸
逢
和
尚
一
、
事
レ
之
数
載
、
慶
恭
諮
啓
、
善

蒙
二
師
意
一
。
法
師
臼
感
二
其
精
誠
一
、
誰
以
二
真
道
一
ム
矢
」
o

　
又
付
法
簡
子
云
、
「
達
磨
大
師
、
葬
経
二
二
七
日
一
、
後
魏
問
二

　
聰
臼
国
使
宗
6
曇
竺
、
於
葱
嶺
上
i
、
逢
一
胡
僧
一
。
一
脚

　
着
6
6
レ
履
、
l
脚
跣
足
。
語
二
宗
研
雲
一
日
、
『
汝
漢
地
天
子
、
今

　
日
無
常
』
。
宗
6
8
雲
紙
筆
記
二
之
日
月
一
。
宗
雲
帰
至
、
見
6
9
二

　
帝
已
崩
一
。
所
レ
記
日
月
、
験
レ
之
一
無
二
差
別
一
。
宗
雲
与
朝

庭
百
官
並
達
磨
門
徒
等
一
、
共
発
レ
墓
開
レ
棺
、
不
レ
見
二
師
身
一
。

唯
見
棺
中
一
、
有
一
一
一
隻
履
一
、
挙
国
知
レ
聖
ム
矢
」
o

又
梁
武
帝
製
達
磨
鉾
”
頒
云
、
「
樗
伽
山
頂
生
宝
月
一
、
中
有

金
人
　
披
二
縷
褐
一
、
形
同
二
大
地
i
体
如
レ
空
、
心
如
一
瑠
璃
一
色

如
レ
雪
。
逃
n
レ
磨
避
η
レ
蛍
恒
浄
明
、
披
レ
雲
巻
レ
霧
心
且
る

レ
徹
、
芥
陀
利
花
用
厳
レ
身
、
随
レ
縁
触
レ
物
常
歓
悦
。
不
レ
有
不

レ
無
非
去
来
一
、
多
聞
弁
才
無
二
法
説
一
、
実
哉
空
哉
離
生
有
　
、

大
之
小
之
衆
縁
絶
。
刹
那
而
登
二
妙
覚
心
一
、
躍
二
鱗
恵
海
［
超
一

先
折
三
、
理
応
法
水
一
永
長
流
、
何
斯
兄
暫
る
涌
還
暫
掲
。
璃

而

龍
珠
内
落
二
心
灯
一
、
白
毫
恵
刃
当
レ
鋒
訣
、
生
途
忽
焉
恵
眼

閉
、
禅
河
駐
レ
流
法
梁
折
。
無
レ
圭
”
無
レ
I
K
　
g
e
無
二
是
非
一
、
彼

此

形
体
心
砕

裂
、
住
焉
去
焉
皆
帰
レ
寂
、
々
内
何
曾
存
－
硬

咽

□
。
用
レ
之
執
レ
手
以
伝
レ
灯
、
生
死
去
来
如
・
電
製
一
、
有
一

能

至
誠
心
一
不
レ
疑
、
劫
火
別
燃
灯
斯
不
レ
滅
O
　
！
真
之
法
尽
可

レ
有
、
未
レ
悟
二
迷
途
一
弦
是
掲
別
」
。

校
異

　
＊
1
～
6
は
妙
巻
欠

　
1
代
（
東
’
＆
x
）
　
－
　
代
代
（
伝
・
大
）

　
2
有
（
妙
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
東
）
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3
以
下
に
改
行
し
て
F
白
飯
王
有
二
子
（
一
名
調
達
破
僧
、
是
仏
従
兄
。

　
二
名
阿
難
出
家
、
成
阿
羅
t
％
）
」
　
（
伝
・
大
）

4
以
下
に
改
行
し
て
「
解
飯
王
有
二
子
（
一
名
釈
摩
男
出
家
。
二
名
阿

　
那
律
出
家
得
天
眼
）
」
（
伝
・
大
）

5
名
（
東
’
伝
・
大
）
ー
ナ
シ
（
妙
）

6
以
下
に
改
行
し
て
「
甘
露
飯
王
有
二
子
（
一
名
娑
婆
出
家
。
二
名
微

　
提
出
家
）
」
（
伝
・
大
）

7
l
名
悉
達
（
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
一
名
達
悉
（
東
）
ー
　
痛
み
あ

　
り
、
判
読
不
能
（
妙
）

8
二
名
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
痛
み
あ
り
、
判
読
不
能
（
妙
）

9
代
（
東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
代
代
（
伝
・
大
）

10

婆
（
東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
m
　
波
（
伝
・
大
）

11

夫
人
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
ナ
シ
（
伝
・
大
）

12

星

（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
－
生
（
妙
巻
）

13

案

（東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
委
出
（
伝
・
大
）

14

出
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
ナ
シ
（
伝
・
大
）

15

仏

（東
・
妙
巻
・
妙
）
1
尊
（
伝
・
大
）

16

昭

（妙
巻
・
伝
・
大
）
－
　
照
（
東
・
妙
）

17

寅
（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
宣
（
妙
巻
）

18

癸

（東
’
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
祭
（
妙
巻
）

19

拘
（
東
・
妙
）
ー
拘
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

20

般

（東
’
妙
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
妙
巻
）

21

婆

（東
’
妙
・
伝
・
大
）
　
－
波
（
妙
巻
）

22

弥
遮
迦
（
妙
巻
・
妙
）
ー
　
弥
鹿
迦
（
東
）
1
　
弥
遮
迦
（
提
多
迦

　
の

次

に
ア
リ
）
（
伝
・
大
）

23

提

（妙
巻
・
伝
・
大
）
　
m
　
陀
提
（
東
・
妙
）

2
s
盤
　
（
東
・
妙
巻
）
1
　
葉
（
妙
・
伝
・
大
）

25

那

（東
’
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
ナ
シ
（
伝
・
大
）

26
波

（東
’
妙
巻
）
ー
婆
（
妙
・
伝
・
大
）

27
婆
（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
波
（
妙
巻
）

28
堀
（
東
・
妙
巻
・
a
x
）
　
＿
　
掘
（
伝
・
大
）

29

否
（
東
’
妙
）
ー
　
催
否
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

30

敬

（東
）
ー
　
驚
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

31

又

（東
’
妙
巻
・
伝
・
－
K
．
）
　
－
　
r
又
」
上
部
に
書
入
れ
あ
り
。
痛

　
み
あ
り
、
判
読
不
能
（
妙
）

32

日
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
云
（
伝
・
大
）

33

看

（東
・
伝
・
大
）
　
－
　
者
（
妙
巻
・
妙
）

34

斯

（東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
－
　
此
（
伝
・
大
）
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35

嘱

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
属
（
妙
）

36

天

（東
・
妙
巻
・
妙
）
1
　
妖
（
伝
・
大
）

37

令
磧
（
東
・
妙
巻
）
1
　
令
耶
舎
殖
（
妙
「
積
」
に
転
倒
符
）

　
濱

（伝
）
1
　
損
（
大
）

38

耶
舎

（東
’
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
ナ
シ
（
妙
）

39
積
（
東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
　
摸
（
大
）

40
以
拳
作
手
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
作
手
（
東
）

41

便
悟

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
悟
便
（
東
）

42
大

（東
）
　
m
　
本
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

43
殿

（東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
殿
内
（
伝
・
大
）

44

日
（
東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
云
（
伝
・
大
）

45
何
以

（東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
日
以
何
（
伝
・
大
）

46
無

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
傍
補
（
東
）

4
e
実
　
（
東
）
－
　
是
実
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

48
杖

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
枝
（
東
）

49
嘱

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
属
（
妙
）

50
能
（
東
）
　
－
　
至
能
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

51

安

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
案
（
東
）

5
M
本
　
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
本
衣
（
妙
）

53
尚
（
東
’
妙
巻
・
k
x
）
　
＿
　
上
（
伝
・
大
）

54

大
波

（妙
巻
）
－
　
大
婆
（
妙
・
伝
・
大
）
　
－

55
存
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
在
（
妙
）

56
聖

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
ナ
シ
（
妙
巻
）

57
海

（東
・
妙
）
ー
　
誰
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

58

替

（妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
賛
（
東
・
妙
）

59
心

（東
’
妙
巻
・
＄
N
）
　
＿
　
r
L
］
　
（
伝
・
大
）

60
莫

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
傍
補
（
東
）

61

信

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
ナ
シ
（
東
）

62

道

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
ナ
シ
（
東
）

63
師
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
東
）

64

問
聴
（
意
改
）
ー
　
問
躬
（
東
）
ー
　
聴

　
問
（
妙
）

65
宗
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
宋
（
妙
）

66
着
（
東
・
妙
巻
・
妙
・
大
）
ー
　
著
（
伝
）

6
’
6
8
宗
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
宋
（
妙
）

6
r
見
　
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
ナ
シ
（
伝
・
大
）

70

鉾

（東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
碑
（
伝
・
大
）

7
1
・
7
2
逃
（
東
’
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
匪
（
伝
・
大
） 波

（東
）

（妙
巻
・
伝
・
大
）
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81　　80　　79　　78　　77　　76　　75　　74　　73

掲火咽来去璃聾斯且
妙東東東東東東東東
巻・・・…　　v・　　　妙　　妙　　女少　　妙　　妙　　妙　　　1　　妙

伝　　・　巻　　・　　・　　巻　xu

　　・　　　1期伝
　
－
大
）
　
－
　
具
（
妙
巻
）

　
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

　
暫
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

妙
）
ー
　
麗
（
伝
・
大
）

伝
・
大
）
ー
　
来
（
妙
巻
）

伝
・
大
）
ー
　
去
（
妙
巻
）

　
伝
・
大
）
1
明
（
妙
）

伝
・
大
）
　
－
大
（
妙
巻
傍
補
「
火
」
）

　
大
）
　
－
　
渇
（
東
・
妙
）

（

6
）
国
圏
凹
ー

　
謹
案
二
恵
可
和
上
鉾
，
．
銘
一
云
、
「
禅
師
諄
恵
可
、
武
牢
人
也
。

　
顧
．
。
西
望
翼
聞
一
甚
深
之
法
一
乎
｜
。
三
十
年
間
、
採
梧
．
。
慨

　
歎
。
時
西
国
有
一
達
磨
大
師
一
、
乃
惣
持
之
林
苑
6
、
不
二
之

　
川
沢
也
。
為
二
金
棺
久
寂
一
、
微
三
口
且
．
、
絶
、
大
教
斯
隠
、
誰

　
其

遵
レ
之
o
於
し
是
、
発
悲
悪
心
一
、
伝
・
風
東
夏
一
。
策

　
ン
杖
さ
請
益
、
蹴
□
腸
禅
門
一
、
如
満
月
之
顕
高
楼
一
、
若

　
渤
癬
之
呑
＝
江
漢
一
。
禅
師
年
什
、
方
始
遇
也
。
不
レ
捨
昼
夜
一
、

精
勲
9
六
年
。
大
師
日
、
『
夫
求
法
者
、
不
・
以
レ
身
為
七
身
、

不
以
レ
命
為
τ
命
川
、
方
得
也
』
。
禅
師
乃
雪
立
而
数
宿
、

断
レ
腎
而
無
レ
顧
、
投
レ
地
H
砕
レ
身
、
策
寸
求
開
示
一
。
大
師
乃

喜

日
、
『
我
心
膨
将
畢
。
大
教
B
已
行
。
真
法
是
可
レ
有
ム
矢
』
。

命
令
レ
執
レ
手
、
黙
付
心
灯
一
。
持
奉
∴
樗
伽
一
、
将
為
要

決
妙
H
一
。
爾
乃
啓
二
喜
顔
一
、
授
一
真
教
一
。
乃
至
大
師
印
レ
之
、

惟
可
禅
師
ム
矢
。
繋
レ
明
重
レ
跡
、
則
僧
燦
得
レ
之
o
相
承
宝
光

明
々
、
大
照
一
導
蒼
生
己
二
、
而
無
・
尽
川
時
一
、
万
劫
而

不
レ
墜
也
。
歎
乎
、
達
磨
大
師
廼
観
音
聖
人
也
」
o

又
付
法
簡
子
云
、
「
達
磨
大
師
語
一
諸
人
一
言
、
『
有
二
二
人
得
二

我

法
一
。
一
人
得
我
髄
一
、
l
人
得
我
汀
骨
一
、
一
人
得

e
c
z
r
J
肉
一
。
得
我
髄
一
者
是
恵
可
、
得
二
我
骨
一
者
道
育
、
得

我
肉
一
者
尼
惣
持
』
。
又
達
磨
語
二
恵
可
一
日
2
、
『
我
此
法
是
諸

仏
甚
深
、
般
若
波
羅
密
法
、
亦
是
諸
仏
惣
持
法
、
亦
是
一
切

之
鋤
印
、
亦
是
如
来
禅
、
亦
為
二
一
行
三
昧
』
。
遂
授
此

法
一
、
付
嘱
趾
与
i
恵
可
一
．
又
達
磨
日
、
『
我
有
二
領
袈
裟
一
、

伝
ー
授
恵
可
一
。
我
今
以
此
袈
裟
一
、
亦
表
其
信
一
。
令
ー
’
我

後
代
伝
法
者
一
、
得
膓
有
承
稟
一
．
）
恵
可
説
法
、
度
レ
人
、
門

徒
千
万
囲
続
ム
矢
』
。
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（
謹
案
二
付
法
簡
子
一
云
、
「
惰
朝
沙
門
釈
僧
燦
、
承
一
可
大
師
一
後
、

遂

居
”
聞
N
O
安
頒
郡
睨
ガ
山
一
．
可
大
師
具
知
・
燦
根
行
一
、
遂

授
二
密
語
一
、
以
為
二
法
契
一
伝
与
。
僧
燦
於
二
師
言
下
一
、
黙

受
一
密
語
一
、
如
下
於
二
大
海
一
獲
ヰ
瑠
蕗
璃
宝
ヒ
。
可
大
師
語
レ
瑛

　
日
、
『
為
レ
欲
卜
洪
コ
持
仏
法
一
、
令
ε
不
断
絶
一
。
達
磨
大
師
伝

　
一
一
一
領
袈
裟
一
、
与
レ
我
。
々
今
伝
付
□
嘱
功
汝
一
』
。
遂
取
一
袈
裟

　
一
、
伝
レ
之
与
レ
環
。
令
一
一
伝
法
者
一
、
逓
相
授
領
。
令
二
学
道
者

　
一
、
得
レ
知
二
宗
旨
一
。
恵
可
語
レ
燦
日
、
『
汝
好
住
、
我
帰
二
鄭

都
一
、
還
続
』
。
去
語
レ
燦
日
、
『
我
以
二
身
命
一
而
求
レ
得
①
レ
法
、

好
住
努

々
力
々
a
s
好
住
。
我
去
也
』
。
燦
送
至
二
蜆
塁
橋
一
。
可

大

師
言
、
＝
切
衆
生
、
本
来
浬
葉
田
、
無
漏
智
性
、
本
自
具

　
足
、
大
事
已
畢
。
必
レ
須
態
勲
一
』
。
燦
詞
受
レ
語
已
、
即
頂
礼

別
一
和
上
一
。
可
大
師
天
平
載
至
二
鄭
都
一
」
。

（

8
）
　
　
－

謹
案
二
付
法
簡
子
一
云
、
「
時
有
二
道
信
一
、
載
十
三
、
俗
姓
司
馬
。

　
河
内
人
也
。
開
皇
中
、
詣
一
睨
お
山
　
、
頂
ゴ
礼
珠
大
師
一
、

　
仏
3
6
事
為
レ
師
。
環
大
師
共
二
道
信
一
語
、
具
知
一
根
行
一
。
遂
相

随

居
一
司
空
山
一
、
親
事
不
レ
離
二
左
右
一
経
二
九
載
一
。
燦
大
師

見
二
道
信
発
言
旨
趣
｝
、
唯
求
二
解
脱
一
。
燦
大
師
日
、
『
誰
縛

レ
汝
』
。
道
信
答
言
、
『
不
レ
見
レ
有
レ
縛
』
。
燦
大
師
語
道
信
一

日
、
『
汝
既
不
レ
見
レ
有
レ
縛
、
何
故
言
レ
求
一
解
脱
こ
。
道
信
尋

一
師
言
下
一
、
朗
然
大
悟
。
燦
大
師
知
卜
道
信
、
得
レ
道
更
無
二
疑

滞
［
、
於
・
諸
衆
中
一
、
更
無
中
過
者
ー
。
便
授
翫
二
密
語
一
、
以

為
二
法
契
一
付
与
。
道
信
黙
受
二
密
語
一
、
猶
如
卜
日
輪
、
処
於

虚
空
一
、
頓
3
8
現
中
一
切
色
像
上
。
燦
大
師
語
二
道
信
一
日
、
『
汝

縁
在
二
此
間
一
。
受
二
我
祖
師
袈
裟
［
、
以
為
二
法
信
一
、
令
レ
汝

広

洪
持
仏
法
一
、
使
レ
不
－
断
絶
こ
。
燦
四
大
師
遂
即
取
一
袈

裟
一
、
t
］
g
f
f
与
道
信
一
為
レ
信
。
令
二
後
人
一
、
得
レ
知
二
伝
授
所

由
一
　
。
勅
請
再
三
、
辞
レ
疾
不
レ
応
、
振
レ
刀
刎
レ
首
、
剣
折

無
レ
創
、
令
レ
王
仰
信
一
ム
矢
。

（9
）謹

案
一
付
法
簡
子
一
云
、
「
唐
朝
沙
門
釈
n
洪
忍
招
、
承
一
信
大

師
一
。
後
信
大
師
、
帰
至
4
3
一
讐
峯
山
一
、
依
二
文
殊
般
若
一
念

　
仏
、
接
コ
引
群
品
一
、
引
入
二
一
行
三
昧
一
。
於
二
大
衆
中
一
、
遂

有
二
僧
洪
忍
一
、
親
事
信
大
師
一
計
余
載
、
不
レ
離
二
左
4
右
一
、
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更
無
一
昼
夜
一
。
洪
忍
問
大
師
一
、
『
何
者
是
一
行
三
昧
、
謂
諸

　
仏
法
身
、
与
＝
衆
生
性
一
不
レ
異
故
』
。
時
第
六
め
信
大
師
、
知
下

　
洪
忍

直

入
一
一
一
行
三
昧
一
、
了
川
達
甚
深
法
拓
界
1
、
便
伝
’
密

　
語
一
、
以
為
一
・
法
契
一
、
受
」
与
洪
忍
一
。
洪
忍
万
於
一
師
言
下
一
、

　
黙
受
二
密
語
一
、
如
一
一
娑
掲
4
8
羅
竜
王
女
、
献
＝
無
値
宝
珠
一
。
信

　
大
師
知
下
洪
忍
於
一
二
切
諸
法
一
、
悉
皆
決
了
L
。
時
信
大
師
語

　
レ
忍
日
四
、
『
大
師
所
レ
伝
袈
裟
、
以
為
・
法
信
一
。
今
在
即
一
我

　
処
［
O
』
　
（
信
大
師
碑
品
銘
、
亦
具
載
一
伝
衣
所
由
5
2
i
）
、
遂
取
’

　
袈
裟
一
、
分
詔
付
コ
与
忍
一
　
」
。

校
異

　
1
北
斉
恵
可
（
東
）
　
－
　
北
暦
恵
可
和
尚
（
妙
巻
校
異
1
5
囲
み
部
分
の

　
　
上
に

あ
り
、
底
本
の
校
異
1
部
分
に
は
「
北
斉
恵
可
和
上
」
の
貼
紙

　
　
－
S
り
）
　
＿
　
北
斉
恵
可
和
上
（
妙
・
伝
・
大
）

　
2
鉾
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
1
　
碑
（
伝
・
大
）

　
3
顧
（
束
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
領
（
伝
・
大
）

　
4
乎
（
東
・
＆
x
）
　
－
　
子
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

　

5
緑
繕
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
梧
媒
（
伝
・
大
）

　
6
苑
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
－
　
蒙
（
妙
）

7
且
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
－
旦
（
東
）

8
杖
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
東
）

9
勲
（
東
・
妙
巻
）
ー
勤
（
妙
・
伝
・
大
）

10

命

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
傍
補
（
東
）

11

地

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
ナ
シ
（
妙
巻
）

12

心

（東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
1
　
命
（
大
）

13

教

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
1
　
師
（
妙
）

14

妙

（東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
　
ナ
シ
（
大
）

15

囲
み
部
分
「
北
暦
恵
可
和
尚
」
の
下
に
三
行
で
記
載
（
妙
巻
）

16

尽

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
東
）

17

我

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
我
髄
者
是
恵
可
得
我
（
東
）

1
8
一
人
得
我
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
1
　
傍
補
（
東
）

19

日
（
東
’
妙
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
妙
巻
）

20

之

（東
）
　
－
　
法
之
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

21

嘱

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
属
（
妙
）

22
峡

（東
）
1
　
睨
（
妙
巻
・
妙
）
　
－
　
院
（
伝
・
大
）

23
公

（東
）
ー
　
山
（
妙
巻
）
ー
　
公
山
（
妙
）
1
　
公
山
僧

　
大
）

24

操

（東
）
ー
　
燦
和
上
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

（伝
・
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25

聞
（
東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
　
聞
（
大
傍
書
「
イ
同
」
）

26
安
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
案
（
東
）

27
幌
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
院
（
伝
・
大
）

28
瑠

（東
’
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
琉
（
妙
）

29
嘱

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
属
（
妙
）

30

得

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
後
（
妙
巻
）

31

努
々
力
々
（
東
’
妙
）
ー
　
努
力
（
妙
巻
）
　
　
努
力
努
力

　
大
）

32

岨
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
院
（
伝
・
大
）

33

浬
磐
（
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
浬
般
（
東
）
i
　
炎
（
妙
巻
）

34

燦

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
際
（
妙
巻
）

35

蜆
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
院
（
伝
・
大
）

36

仏

（東
・
妙
）
1
　
願
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

37

授

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
－
　
伝
授
（
妙
）

38

頓

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
顕
（
妙
巻
）

39

燦

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
－
　
謹
（
妙
）

40

付

（東
）
　
－
　
付
属
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）

41

釈

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
数
（
妙
巻
）

42
洪
忍

（
東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
　
洪
忍
（
大
傍
書

（伝
・

F与
弘
乎
下

　
同
」
）

43

帰
至
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
至
帰
（
東
）

g
左

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
左
左
（
東
）

45
六

（東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
六
（
大
傍
補
「
四
乎
」
）

妬
法
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
ナ
シ
（
東
）

47

洪
忍

（東
・
妙
「
々
々
」
・
伝
・
大
）
　
－
ナ
シ
（
妙
巻
）

48
掲

（妙
巻
・
伝
・
大
）
　
w
w
　
渇
（
東
・
妙
）

49

日
（
東
・
妙
巻
・
＆
N
）
　
＿
　
云
（
伝
・
大
）

50
在
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
於
在
（
東
）

51

碑

（東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
ー
　
鉾
（
妙
）

52

信
大

師
碑
銘
、
亦
具
載
伝
衣
所
由
（
伝
・
大
は
割
圭
三
ー

　
巻
・
妙
は
本
文
）

53

分

（東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
令
（
伝
）
ー
　
ナ
シ
（
大
）

（東
’
妙

（

1
0
）
　
　
　
ー

謹
案
’
吉
備
朝
臣
真
備
－
作
道
稽
，
一
和
上
纂
　
云
、
「
大
通
禅
師

　
者
、
当
二
則
天
之
朝
一
、
肩
輿
上
レ
殿
、
扶
坐
観
レ
君
。
大
聖
皇

后
所
レ
奉
之
尊
号
、
号
日
二
大
通
一
。
本
号
二
神
秀
一
。
請
為
一
両

　京
法
主
一
也
」
。
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（1
）

　
謹
案
・
注
3
菩
薩
戒
経
序
一
云
、
「
普
寂
禅
師
、
為
レ
人
所
レ
尊
。

　
一
如
・
大
通
e
：
I
上
　
1
　
o
即
入
室
弟
子
、
骨
気
個
僅
、
儒
典
尽
包
、

　
雅
志
淵

泣
4
、
円
章
窮
レ
底
。
終
年
克
歳
、
道
俗
満
レ
寺
、
理

　
戒
声
一
。
合
。
受
レ
法
雲
奔
、
日
夜
無
間
、
謁
誘
忘
レ
疲
。
法
化

　
之
盛
、
山
豆
以
言
筆
一
、
而
能
歎
r
述
之
一
哉
」
。

（1
2
）

　
　旧

圏
－

①

天
平
宝

字
年
中
、
正
四
位
下
大
U
宰
府
大
弐
吉
備
朝
臣
真

　
備
E
纂
云
、
「
大
唐
道
稽
B
和
上
、
天
平
八
歳
、
至
レ
自
大

　
M
l
　
l
O
戒
行
絶
倫
、
教
誘
不
レ
怠
。
至
二
天
平
勝
宝
三
歳
一
、
聖

　
朝
請
為
一
律
師
一
。
俄
而
以
レ
疾
退
コ
居
比
蘇
山
圭
三
。
常
自
言

　
日
、
『
遠
尋
U
聖
人
i
、
所
ー
以
成
ワ
聖
者
、
必
由
－
持
レ
戒
、

　
以
レ
次
漸
登
こ
。
和
上
毎
請
一
梵
網
之
文
一
。
其
謹
請
之
L
e
声
、

　
零

々
可
レ
聴
、
如
レ
玉
如
レ
金
、
発
二
人
善
心
一
。
吟
味
田
幽

　
微
1
7
、
律
1
8
蔵
細
密
、
禅
法
玄
深
。
遂
集
二
註
菩
薩
戒
経
三

　
巻
｝
、
非
一
我
輩
抽
之
所
⑳
亡
逮
、
更
何
得
レ
以
・
称
述
一
。
自
余

　
行
　
沮
、
具
載
・
碑
文
一
」
。

②

其
前

序
云
、
「
昔
三
蔵
菩
提
達
磨
、
天
竺
東
来
、
至
二
於
漢

　
地
一
、
伝
禅
法
於
恵
可
一
。
々
伝
僧
燦
一
、
々
伝
道
信
一
、
々

　
伝
”
弘
忍
一
、
々
伝
神
秀
・
、
々
伝
普
寂
一
。
々
即
我
律
師

　
所
レ
事
和
上
也
。
本
在
”
二
嵩
山
一
、
流
ゴ
伝
禅
法
一
、
人
衆
多

　
帰
。
故
有
レ
勅
請
入
一
東
都
一
、
常
在
一
花
厳
寺
一
伝
烈
法
。
故

　
M
・
l
化
厳
尊
2
4
者
一
」
。

③

塔
田
和
上
四
季
％
追
福
文
万
云
、
「
春
季
三
月
内
、
奉
」
為
達

　
磨

和
上
、
乃
至
第
七
花
厳
和
上
、
乃
g
g
湯
烈
沢
和
上
、
並
十
方

　
法

界
、
無
辺
三
宝
一
、
滅
□
除
根
本
無
明
、
十
地
罪
障
、
一
切

　
微
細
、
所
知
煩
悩
一
。
夏
季
3
。
六
月
内
、
奉
1
為
無
始
時
来
、

　
一
切
師
僧
、
乃
至
禅
河
和
上
、
及
並
府
三
師
七
証
、
井
尽
未
来

　
際
、
十
方
法
界
、
一
切
釧
師
僧
善
友
「
、
1
日
l
夜
、
供
□
礼

　
尽
法
界
虚
空
界
、
一
切
三
宝
一
、
永
断
卜
身
口
七
支
認
破
戒
、

　
及
三
業
、
殿
」
破
三
聚
浄
戒
］
之
罪
ー
。
秋
季
お
冬
季
二
節
、

　
如
・
願
文
説
一
。
天
平
宝
字
三
領
年
」
二
月
廿
3
6
五
日
、
峯
林

　
下
訂
発
願
3
8
」
。

④

謹

案
一
塔
ω
和
上
書
一
云
、
「
又
吾
判
院
堂
内
、
所
レ
供
之

　
灯
U
、
自
レ
今
以
後
、
至
一
礼
仏
時
一
、
加
レ
娃
令
レ
明
、
礼
仏
酩

　
了
ぽ
即
、
唯
留
一
＝
蚤
灯
心
一
也
。
如
レ
是
可
レ
得
レ
免
卜
燥
・
仏
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像
［
之
罪
過
上
也
」
。

⑤

行
表
数
々
、
自
親
看
」
検
之
l
也
o

　
三
戸
。

付
法
之
文
、
具
如
＝
遺

校
異
　
＊
1
3
～
3
8
は
寧
（
寧
楽
遺
文
）
あ
り

　
1
備
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
吉
備
（
東
）

　
2
稽
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
1
　
聴
（
伝
・
大
）

　
3
注
（
東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
－
　
註
（
伝
・
大
）

　
4
泣
（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
法
（
妙
巻
）

　
5
声
（
東
－
妙
巻
・
妙
）
1
　
厳
（
伝
・
大
）

　
6
歎
（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
難
（
妙
巻
）

　

7
先
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
光
（
伝
・
大
）

　
8
塔
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
罎
（
伝
・
大
）

　
9
日
本
　
（
東
’
＆
x
）
　
－
日
本
国
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

　
10

日
本
（
国
）
大
安
寺
西
唐
院
（
東
‘
妙
・
伝
・
大
は
割
書
）

　
　
巻
は
本
文
）

　
11

大

（東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
　
太
（
伝
・
大
）

　
12

備

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
吉
備
（
東
）

　
13

椿

（東
’
妙
巻
・
妙
）
ー
　
璃
（
伝
・
大
・
寧
）

（妙

14

尋

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
・
寧
）
ー
ナ
シ
（
東
）

15

論
之

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
・
寧
）
ー
　
之
論
転
倒
符
（
東
）

16

味

（東
・
妙
・
大
・
寧
）
1
　
昧
（
妙
巻
・
伝
）

17

微

（東
・
妙
巻
・
妙
・
寧
）
ー
　
昧
（
伝
）
ー
　
啄
（
大
）

18

律

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
”
寧
）
ー
　
ナ
シ
（
東
）

19

輩

（東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
輩
（
寧
）

20

所

（東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
・
！
〈
）
　
m
所
以
（
寧
）

21

　

（妙
・
伝
・
大
・
寧
）
1
　
亦
（
東
）
ー
　
述
（
妙
巻
）

22
在

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
・
寧
）
　
　
ナ
シ
（
東
）

23
伝

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
・
寧
）
　
　
僧
（
東
傍
補
，
伝
」
）

24

尊
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
’
寧
）
ー
　
傍
書
（
東
）

25

塔

（東
’
妙
巻
・
妙
）
1
　
璃
（
伝
・
大
’
寧
）

26
季

（東
’
妙
巻
・
伝
・
大
・
寧
）
ー
　
秀
季
（
妙
一
文
字
目
に
抹
消

　
符
）

27

文
（
妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
’
寧
）
ー
初
文
（
東
）

28
乃

（東
・
妙
巻
・
＆
x
）
　
＿
　
及
（
伝
・
大
・
寧
）

29
湯
（
東
・
妙
巻
・
＆
N
）
　
＿
　
陽
（
伝
・
大
・
寧
）

30

季

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
’
寧
）
ー
季
季
（
東
一
文
字
目
の
「
季
」

　
字
の
書
き
損
じ
に
抹
消
符
）
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31

切
（
妙
巻

32
七
支

（東

33
季

（妙
巻
・
妙
・

34
三

（東
・
妙
巻

35
年

（東
’
妙
巻

36

廿

（
東
・
妙
巻

　
十
（
妙
）

37

下

（東
・
妙
巻

38
願

（東
’
妙
）

39

塔

（東
・
妙
巻

40
吾
（
妙
巻
・
妙
・

41
灯
（
妙
巻
・
妙
・

42

仏

（妙
巻
・
妙
・

43

了
（
妙
巻
・
妙
・

’
伝
・
大
’
寧
）
ー
　
ナ
シ
（
東
・
妙
）

．

妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
友
（
寧
）

　
　

伝
・
大
’
寧
）
ー
　
傍
補
（
東
）

　

‘

伝
・
大
・
寧
）
－
寄
三
（
妙
）

　
　
．
伝
・
大
・
寧
）
ー
ナ
シ
（
妙
）

　
　
．
伝
「
二
十
」
・
大
「
二
十
」
・
寧

・

伝
・
大
・
寧
）
ー
ナ
シ
（
妙
）

　

願
也

（妙
巻
・
伝
・
大
・
寧
）

．

妙
）
ー
　
塘
（
伝
・
大
）

伝
・
大
）
　
－
菩
（
東
）

伝
・
大
）
ー
　
供
灯
（
東
）

伝
・
大
）
ー
　
ナ
シ
（
東
）

伝
・
大
）
　
－
子
（
東
）

「
二
十
」
）

（
謹
案
・
行
表
和
上
度
縁
一
云
、
「
釈
行
表
者
、
大
養
，
．
国
．
。
今

名
大
和
国
一
也
、
葛
上
郡
高
宮
郷
戸
主
大
4
初
位
上
檜
前
調

　
使
案
．
。
麿
之
男
百
戸
。
右
奉
」
為
天
皇
一
、
奉
・
天
平
十
三
年
十

二
月
十
四
6
日
勅
一
、
於
国
宮
中
「
、
七
百
七
十
三
人
例
得
度
。

’
師
主
大
安
土
寸
唐
法
師
道
熔
三
、
」
。

又

延
暦
十
三
年
房
主
帳
云
、
「
伝
灯
法
師
位
行
表
、
年
七
十
三
、

藺
五
十
二
、
以
二
天
平
十
五
年
三
月
廿
九
日
一
、
於
興
福
寺
北

倉
院
一
受
戒
（
以
上
度
縁
井
房
主
帳
文
也
s
）
」
。

和
上
受
「
達
磨
心
法
一
、
学
一
仏
性
法
門
一
。
内
外
清
浄
、
住
ー
持

仏

法
一
。
又
任
二
近
江
国
滋
賀
郡
比
叡
山
右
脚
9
崇
福
之
寺
々

主

口
。
敬
U
造
観
音
宝
像
一
、
高
一
丈
余
、
金
色
具
レ
相
、

手

眼
一
千
、
即
以
安
「
置
崇
福
寺
堂
一
。
又
後
任
二
近
江
大
国

師
一
。
離
欲
清
潔
辺
、
不
レ
染
＝
物
色
一
、
住
持
清
浄
、
畢
一
其

任
一
也
。
最
澄
生
年
十
三
、
投
大
和
上
［
。
即
当
国
々
分
金
光

明
寺
、
補
閾
得
度
。
即
稟
一
一
和
上
可
ア
帰
コ
心
一
乗
一
。
和
上
延

暦

十
六
年
、
春
秋
七
十
有
余
ほ
、
遷
」
化
於
大
安
寺
西
唐
U

院
一
。

（1
4
）
　

案

口
最
澄
度
縁
一
云
、
「
師
主
左
京
大
安
寺
伝
灯
法
師
位
行
表
」

　
（
以
上
度
縁
文
）
。
其
祖
塔
而
和
上
、
自
一
大
唐
一
持
来
写
伝
達

　
磨
法
門
伝
授
、
在
一
比
叡
山
蔵
一
。
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又
去
延
暦
末
年
、
向
］
・
大
唐
国
」
請
益
、
更
受
二
達
磨
付
法
一
。

大

唐
貞
元
廿
年
十
月
十
三
日
、
大
唐
国
台
州
唐
興
県
天
台
山
B
禅

林
寺

僧
修
然
、
伝
□
授
天
竺
大
唐
二
国
付
法
血
脈
井
達
磨
付
法
牛

頭
山
法
門
竺
三
、
頂
戴
目
持
来
安
二
叡
山
蔵
一
。

校
異1

大
日
本
国
大
安
寺
行
表
和
上
（
東
・
妙
巻
（
1
2
）
道
椿
譜
③
の
上
に

　

あ
り
）

2
養
（
東
’
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
養
徳
（
大
）

3
国
（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
1
　
円
（
妙
巻
）

4
大
（
東
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
大
口
（
妙
巻
）

5
案
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
安
（
妙
）

6
四
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
　
－
　
二
擦
消
（
妙
）

7
熔
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
ー
璋
（
伝
・
大
）

8
也
（
東
・
＆
’
）
　
－
ナ
シ
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

9
脚
（
東
・
妙
巻
・
妙
・
伝
）
ー
脚
（
大
傍
補
「
左
乎
」
）

10

主

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
ー
　
至
（
妙
巻
）

U
敬

（東
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
　
教
（
妙
巻
）

12
潔
（
東
・
妙
巻
・
妙
）
－
　
浄
潔
（
伝
・
大
）

13

余

（妙
巻
・
妙
・
伝
・
大
）
　
－
余
還
化
（
東
）

14

唐
（
東
“
妙
巻
・
伝
・
大
）
ー
塔
（
妙
）

15

案
（
東
・
妙
）
1
　
謹
案
（
妙
巻
・
伝
・
大
）

16

塔

（東
’
妙
巻
・
妙
）
ー
塘
（
伝
・
大
）

17

国
（
東
・
妙
巻
・
伝
・
大
）
ー
　
ナ
シ
（
妙
）

18

山
（
東
・
妙
・
伝
・
i
〈
）
　
－
　
ナ
シ
（
妙
巻
）

19

戴

（東
’
伝
・
大
）
ー
載
（
妙
巻
・
妙
）
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